
第三次柏市男女共同参画推進計画（前期）報告書

－ 平成２８年度 実績報告 －
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男
女
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躍
 
 
 
環
境
 
 
 

  女性 活躍促進
政策 方針決定 場 
男女 平等 参画 
 

   市 政策 方針決定
過程  女性 積極
的参画 登用促進

  政策 方針決定 場  女性 登用促進
  女性          向   環境整
備

市 女性管理職 割合 一
般行政職 

                 

附属機関 女性委員   
 以上 割合

                   

   防災 地域活動 雇
用等    分野  
女性 参画 推進

  防災 関  政策 方針決定過程  女
性 参画
  男女共同参画 視点 立  地域防災計
画等 見直 
  雇用    女性 参画促進
  農業    男女          確
立 起業者  支援
  地域活動    女性 参画促進

防災推進員    女性 
割合

                  

町会長 自治会長 区長等
    女性 割合

                 

  仕事 生活 調和
            
   推進
男女 働 方 見直
  仕事 生活 調和
 目指 

   男女 共 担 家
庭 地域   

  家庭生活 地域活動  男女共同参画 
推進

市職員 子供休暇 平均
取得日数

   日 年
 平成  年度 

   日 年
 平成  年度 

   日 年
 平成  年度 

   日 年

    学級 両親学級 参
加者数

     人    人      人    人

   男女 平等 仕事
 生活 両立   環
境   

  仕事 生活 両立   環境   
  仕事 生活 両立   意識   

認可保育園等 国基準 
待機児童数 人 

 人  人  人 目標値達成

特別養護老人   整備
床数

     床      床
     床

 平成  年度 
   床

 
互
 
 
尊
重
 
 
 
意
識
 
 
 

  男女共同参画 目
指 教育 学習 推進
男女平等意識 高 
 

   男女平等 視点 
立  意識改革 社会
制度 慣行 見直 

  男女平等意識       啓発活動 
充実
  社会制度 慣行 見直 

啓発事業  若 世代   
歳   歳代  参加割合

                   

   男女平等教育 推
進

  家庭教育    男女平等意識 啓発
  保育園 幼稚園    男女平等教育 
推進
  学校    男女平等教育 推進
  社会    男女平等 関  生涯学習
 推進

進路 職業 選択  際 
性別 意識   選択  
人 割合

   
 平成  年度
市民意識調査結

果  

      
 平成  年度
 市民意識調査
 実施予定

男女共同参画 関  企画
展示

  回 年  回 年 目標値達成

  人権 対  配慮
人権 性差 尊重  

  心 健康支援 充実
  人権 関  啓発         人権
  配慮

精神保健福祉 関  出前
講座等 受講者数

   人    人    人    人

  性差 配慮  健康支援
  性 生殖 健康 権利 関  啓発

性 商品化 人権侵害 考
  人 割合

     
 平成  年度
市民意識調査結

果  

      
 平成  年度
 市民意識調査
 実施予定

  被害者 支援
  被害者 加害者 生   教育

乳  検診 受診者数       人       人       人    人

市立中学校       
講座 開催

  
   別途 市民
公益活動団体実
施講座  

 校 年  校 年  校 年

推
進
体
制

男女共同参画推進体
制 充実

   計画 推進体制 
強化
   男女共同参画   
  運営
   計画 効果的 進
行管理

 計画 推進体制 強化
 男女共同参画     運営
 計画 効果的 進行管理

男女共同参画推進庁内連
絡会議研修会 数

 回 年  回 年  回 年 目標値達成

   男女共同参画推進
庁内連絡会議 充実
   市職員 意識 向
上

 男女共同参画推進庁内連絡会議 充実
 

基
本
目
標

基本課題 施策の方向性 施策

指標

項目
平成  年 月
計画策定時

平成  年 月
平成  年 月
計画目標

目標  差

市職員 意識 向上
 性別       職員 採用 配置
 関係機関  連携
 男女共同参画条例 関  情報収集

男女共同参画    企画
 講座 受講者

    人 年    人 年    人 年

庁内 男女共同参画
 推進

男女共同参画     認
知度

     
 平成  年度
 市民意識調査
 実施予定

(7)人権の尊重

(8)性差に配慮した健
康支援

(9)女性に対するあら
ゆる暴力の根絶

重点課題

柏市  対策基本計画

数値目標 実績 基本課題 
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  平成  年度推進状況
     全体的 数値 増加      特 市 女性管理職 割合 飛躍的 増加     背景    全所属長 対象 女性活躍推進
   法 関  研修 実施   所属長 意識改革 図    女性職員 管理職 意識      人事配置   実施  結果    
   一方  割合 減少  防災推進員    女性 割合      防災推進員等 担    女性 数 平成  年   名  平
     成  年  名  名増加        全体  組織 増加  総人数 増加             

  成果 課題
   初年度 実績 各課 女性 活躍推進 向  施策 働    成果 表     目標達成 向   継続的 働    必要 
        考   
   市内関係課  働    比較的効果 出   傾向    考   事業所 市民 向  一層 働    啓発 必要    

  平成  年度推進状況
       両親学級 平成  年   数値減少      実施回数 同数開催         共働 夫婦 増加  初産婦 年齢
        上昇傾向        両親学級  関心 低下    社会   情報 容易 得       様  背景 考     子育
        情報 動画等 電子的 受 取  電子親子手帳     数 平成  年度末時点      人       引 続  現代社会 
       合  効果的 支援方法 検討    必要      
   
  成果 課題
   少子 高齢化社会 則  取 組  検証 必要 中 柏市  待機児童   維持      今後 継続  対応     取 組
            
   高齢者 増加     特別擁護老人    床数整備 必須          介護従事者 確保 課題        

  平成  年度推進状況
           講座   啓発事業 若 世代 子育 世代 参加 大幅 上昇  背景   参加時 子連 可 保育対応 開催日時
       調整等 工夫     進路 職業選択    性差意識 低下      現状以上 女性          必要    考
           
   若 世代 啓発事業 参加 促 工夫 効果    現       考   市 全部署     工夫 浸透   意識    取
       組  今後 傾向 大  影響   考   

  成果 課題
   若 世代 早 段階 男女共同参画 視点 持     子育  活        次世代 意識改革         考    
         単 教育 学習 機会 増        安心  学  環境    構築       同時 課題    

  平成  年度推進状況
          健康    理解 促進         病     出前講座 実施     参加者 減少傾向    事業 通  出
      前講座 周知  強化  必要    考   
   乳  検診 受信者数 増加  近年    情報   効果 考      保育環境 充実  安心  検診 受    体制 
      不可欠    
      市民公益活動団体 独自 行         講座      今後 市 連携     啓発効果 高   考   

  成果 課題
   全体的 子育 世代 学生  若 世代 身近 課題       学校  関係各署 連携  啓発 必要    

  平成  年度推進状況
   男女共同参画 新

具体的 
施策番号 総評

    

     

     

      

       

  推進拠点               参加者   人  講座   回 参加者数延    人  女性 対  暴力 
         運動啓発       男女共同参画      講演会 分科会参加者合計   人 等 行  男女共同参画 推進 男女共同
      参画     周知 向  啓発 相談 相談者数延    人 事業 積極的 取 組   

  成果 課題
        良      様  事業 展開        広 市民 周知         引 続      柏   様  世代 利
      用  場所   利点 活   啓発事業  特 若 世代 参加促進 努     
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基本課題 施策番号 施策名

 

番号  
審議会等 一方 性     下回   
委員構成

番号  
防災会議等  女性 登用促進    
積極的 女性 声 反映   仕組  
検討

番号   女性防災     育成

番号   
農業委員 農協役員  女性登用 働 
  

 番号   広報紙等   情報提供

 番号   男女共同参画週間    啓発 推進

 

番号   自殺予防    啓発

番号   
女性    各種健康診査 子宮頸  
対策 乳  対策 性差医療 情報提供
等 充実

 推進体制 番号    男女共同参画 関  職員研修 充実

平成  年度男女共同参画推進状況        施策 

平成 27 年度 平成 28 年度

33.6％ ⇒ 35.5％

各年度４月１日比較

平成 27 年度 平成 28 年度

防災会議：12.82％⇒13.95％

国民保護会議：15.38％⇒17.07％

平成 27 年度 平成 28 年度

女性防災推進員：36 名⇒41 名

農業委員会だよりの女性コーナー

男女共同参画週間のポスター展示

平成 28 年度 特別研修の実施

テーマ：人口減少社会の新たな上司像

～イクボスによる働き方改革～

講師：中倉 誠二 氏

対象者：１２４名に対し出席者１１９名

平成 28 年度の新たな取り組み！

骨粗しょう症検査：対象者の 25.8%

の 4,898 人が受診
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詳細
   

附属機関等所管部署 対  委員改選時等 個別 声         昨年度当
初  女性委員比率 改善   詳細     審議会総数 増  以降 平成 
 年  月  数値    減少     

行政改革推進課
男女共同参画  

  
審議会所管部署

防災会議 国民保護会議 委員  女性 登用
平成  年度 平成  年度
 防災会議  女性  名   名          名   名        
 国民保護会議  女性  名   名          名   名        
委員 選任     人数 比率    増加   

防災安全課

自主防災組織 育成 努  結果 前年度   組織増加 
  内 防災推進員等 役目 担    女性 数   名 防災推進員合計  
  名     前年度   名増加   

防災安全課
男女共同参画  

  

 農業委員会     女性     設  女性農業委員   取材 編集 行
  年 回発行 
女性農業者 紹介        女性 活躍    状況 幅広 広報     
      平成  年度現在 女性農業委員 名 女性農協役員 名     
就任     

農業委員会
農政課

平成  年度       地域子育 支援拠点          内      
                        配布     人 多 集  場所
  効果的 支援情報 提供 相談先 周知 情報提供 努   

   福祉課
子育 支援課

平成  年度 月 新  開設  柏市男女共同参画     周知 兼  男女
共同参画週間        前 啓発    等 掲示 啓発    配布  
                実施     柏 集 多世代 来館者    
    

男女共同参画  
  

柏駅東口駅前        配架     広報活動 充実 努  無料相談 電
話相談 対面相談  件数  平成  年度    件  平成  年度    件 
増加   
自死遺族支援事業        会      参加人数  平成  年度 延 
  名  延   名 増加   

保健福祉総務課
関係部署

乳   子宮頸  集団検診   保育 日 設   臨時 保育士 配置  子育
 中 女性  受    体制   女性   検診受診者数 増加 繋   
  平成  年度  骨粗   症検査 開始  対象者            人 受
診  当初想定受診者数 大幅 上回   

成人健診課
地域健康   課

男女共同参画等 関  研修       等 関  研修 次世代育成支援対策
推進法 関  研修 産前休暇取得予定者説明会   各種研修     男女
共同 関  意識醸成 機会 創出  

評価    担当課

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 

人事課
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 女性 活躍推進 重点課題 

平成２８年４月１日現在（千葉県男女共同参画白書データを基に作成）

平成２８年４月１日現在（千葉県男女共同参画白書データを基に作成）

 仕事 生活 調和               推進

近隣市との比較値

審議会等における委員の女性割合

柏市の状況

柏市の出生率の推移

施策番号  

施策番号  
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 男女共同参画 目指 教育 学習 推進

 多様      講座等 実施 

 人権 対  配慮

 女性     生 方相談事業 

 柏市   相談件数 推移 

   年度    件 

前年比  件増加 

    

   年度    件 

前年比  件減少 

    

施策番号   

施策番号   
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◎ 具体的な施策の実施状況
（１）市の政策・方針決定過程への女性の積極的参画と登用促進
施策：１ 政策・方針決定の場への女性の登用促進

審議会等で一方の性が３５％を下回らない委員構成

公募制度の推進と公募枠の拡大

担当課

平成２８年度

実施事業内容

平成２８年度は，行政改革推進委員会を４回開催し，平成２
７年度から継続して公共施設総合管理計画の策定について，
審議を行った。
平成２８年５月に委員２名を追加し，委員１０人で審議を行
った。
この追加した委員のうち１名については，公募委員候補者名
簿登録者の中から選出し，行政改革推進委員会は公募委員３
名となった。

行政改革

推進課

審議会所

管部署

具体的評価内容

公募委員候補者名簿登録制度を活用した結果，個別に広報等により公募委員を

募集したときよりも，所管部署の事務負担が軽減した。また，個別に募集し

た際には応募者がいなかった附属機関については，公募委員名簿登録制度を

活用し，公募委員を選任することができた。

平成２７年度：３８名（４月１日時点）

平成２８年度：４９名（１０月１日時点）※１１名増

担当課

平成２８年度

実施事業内容

委員改選のあった附属機関等を所管する部署を中心に，委員の
男女比率の偏向に対する配慮を働きかけた。
平成２８年度においては，附属機関等の女性委員を２９５名
（３３．９％）登用している（人数は平成２８年１０月１日現
在における延べ数）。

行政改革

推進課

男女共同

参画セン

ター

審議会所

管部署

具体的評価内容

附属機関等の委員については，専門的知識や経験等を必要とす
ることが多く，専門分野によっては女性がいない又は少ないな
どの社会の状況により，市単独での女性委員比率の向上は容易
なものではない。しかしながら，附属機関等所管部署に対し，
委員改選時等に個別に声かけをすることで，昨年度当初より女
性委員比率が１％改善できた。

継続的課題や改善点
引き続き，附属機関等所管部署に対し，委員の男女比率の偏
向に対する配慮を働きかけていく。

平成２９年度

予定事業
附属機関の事務の手引きを作成する。

番号 １

番号 ２
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継続的課題や改善点
引き続き，附属機関等所管部署に対し，公募委員の導入又は公募委員枠の拡大

を働きかけていく。

平成２９年度

予定事業

公募委員候補者名簿の登録期間が，平成２９年１２月３１日に終了するた

め，公募委員候補者名簿登録の更新を行う。

第１回目の公募委員候補者名簿登録制度の状況を踏まえ，内容について見直

しを図る。

クオータ制（※１）の調査・研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

行政改革

推進課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善点

委員改選のあった附属機関等を所管する部署に対し，委員の
男女比率の偏向に対する配慮を働き掛けてきた。その結果，
平成２７年度当初の時点における女性比率３２．９％から平
成２８年１０月１日時点で３３．９％に改善し，着実に目標
値に近付きつつある。クオータ制については，他団体の状況を
観察しながら，選択肢の一つとして研究していくが，当面は
所管課への声掛けを優先して行っていく。

平成２９年度

予定事業
両課で連携したクオータ制の研究を目指す。

※１ クオータ制とは，ポジティブアクションの手法の１つであり，人権や性別などを基準に一定の

人数や比率を割り当てる制度のことです。

先進市の取り組みの研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
県の会議や研修会などを通じて各市の実施事業や取り組みに
ついて意見交換や情報収集を行った。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
県を中心とした各市の担当者との情報共有や懸案事項を積極
的に共有化するなど関係部署・機関との連携強化に努めた。

継続的課題や改善点
引き続き，各市の取り組み（特に最近では相談事業における
男性相談窓口の設置状況・応対実績など）関係部署との連携
強化・情報共有に努めながら相談体制の充実を図っていく。

平成２９年度

予定事業
引き続き，各会議等を通じ，情報交換や研究を行っていく。

番号 ３

番号 ４
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女性職員の管理職への積極的な育成・登用

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定事業主

行動計画の推進

担当課

平成２８年度

実施事業内容

イクボス研修（全所属長対象）
上記法律及び計画に関する研修（新任所属長対象）
女性管理職同士の意見交換会（年２回実施）

人事課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

女性職員がその能力を十分に発揮できるような職場環境を形
成するため，重要な役割を担う所属長の意識改革を図るとと
もに，女性管理職が悩みや情報を共有できる交流の場を設定
し，サポートし合えるネットワークづくりを行った。

継続的課題や改善

点

上記実施内容の実施を継続する一方で，女性管理職の登用に
向けた人材育成及び意識啓発を同時に行っていく必要があ
る。

平成２９年度

予定事業
女性職員のためのキャリアデザイン研修の実施
若手女性職員と女性管理職の交流の場の設定

施策：２ 女性のエンパワーメントに向けての環境整備

女性人材リストの整備・活用

担当課

平成２８年度

実施事業内容

独自に一時保育を依頼できる一時保育人材リストを活用し，
自主事業や庁内各課の会議の際などに一時保育をつける場合
に活用した。
附属機関等の市民公募リストを作成している関係課と連携し
て男女共同参画を推進することで各課が委員を委嘱する際に
女性人材の積極的登用を促した。

男女共同

参画セン

ター

担当課

平成２８年度

実施事業内容

女性活躍推進法に関する研修の実施（全所属長対象）
管理職選考の対象者及び所属長への管理職選考受験の案内
女性管理職同士の交流の場の設定
女性管理職の計画的な育成のための人事配置上の配慮

人事課

具体的評価内容

女性職員がその能力を十分に発揮できるような職場環境を形
成するため，重要な役割を担う所属長の意識改革を図るととも
に，女性職員が管理職を意識したキャリアを積んでいけるよ
う，人事配置における配慮を行った。

継続的課題や改善

点
女性職員のキャリアプランに対する意識醸成のため，意識啓発
に向けた支援を行う必要がある。

平成２９年度

予定事業

所属長等による計画的な人材育成，管理職選考受験への後押
し
女性職員のためのキャリアデザイン研修の実施（若手女性職員
の育成）

番号 ６

番号 ７

番号 ５
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具体的評価内容

他課と連携を図り，庁内に広く周知できた。
特に，指標でもわかるように，行政改革推進課が所管する附
属機関等の女性人材登用率も前年と比較しても上昇してい
る。

継続的課題や改善

点

センターで多岐にわたる女性人材リストを直接作成することは
なかなか困難ではあるが，庁内関係各課が独自に整備している
女性人材リストの把握をし，活用を促進していくことが必要。

平成２９年度

予定事業
継続して，関係部署と連携して女性人材リストの整備・活用
を促進していく。

男女共同参画センターでの講座の開催

担当課

平成２８年度

実施事業内容

ワタシへのごほうび講座（全５回）
女性の再就職セミナー（全４回）
父親学級in柏～夫婦力がアップする！一緒に産後へＧＯ！～
（単発講座）

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容

ワタシへのごほうび講座（全５回）参加者延べ ５５名
女性の再就職セミナー（全４回）参加者延べ４８名
父親学級in柏～夫婦力がアップする！一緒に産後へＧＯ！～
（単発講座）参加者１９名

継続的課題や改善

点

若い子育て世代に積極的参加を促すには，保育の受付が必須
であると感じる。引き続き，講座実施時には託児が可能な環
境を整え，企画講座を実施していく。

平成２９年度

予定事業

一時保育ボランティア養成講座（全５回）
ワタシへのごほうび講座（全５回）
を実施予定。その他，１月にDVに係る単発講座を実施予定。

番号 ８
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（２）防災・地域活動，雇用等あらゆる分野への女性の参画の推進
施策：１ 防災に関する政策・方針決定過程への女性の参画

防災会議等への女性の登用促進，および積極的に女性の声を反映できる

仕組みの検討

女性消防職員の採用，人材育成と管理職への積極的登用

担当課

平成２８年度

実施事業内容

【女性消防職員の採用，人材育成と管理職への積極的登用】
前年度の採用試験で９１人の受験生のうち女性４人が受験し，
平成２９年４月１日付けで女性１人を採用した。また，総務省
消防庁の主催で行われた，「女子学生のための女性消防吏員の
職業説明会の体験イベント」へ参加し，広報等に努めた。
採用職員の教育育成として，「千葉県消防学校初任科」に女
性１名が入校した。
女性管理職員４人のうち１名を課長に登用している。
【防災の現場への女性職員の積極的登用】
女性職員２４人中，火災救急受付の通信司令管制員５人，救
急隊員８人及び消火隊員６人を配置し，被災者の男女のニー
ズに応えるため防災の現場への女性職員の積極的登用に努めて
いる。

消防局

具体的評価内容
女性職員の火災救急受付の通信司令管制員，救急隊員及び消
火隊員での活躍は，市民に安心感を与えるなど市民サービスの
向上に貢献している。

継続的課題や改善

点

未改修庁舎の４庁舎（旭町消防署，光ヶ丘分署，沼南消防
署，高柳分署）について，女性職員の配置を考慮した庁舎の改
修等が可能か検討する。

平成２９年度

予定事業

職員の採用について，引き続き男女の区別なく募集を行い，積
極的に採用に努める。
また，女性の募集については，ホームページ等などで女性説明
会の受付を掲載し，人数が集まり次第に随時開催したい。
各種イベントへ参加し広報等に努めたい。
被災者の男女のニーズに応えるため防災の現場に女性職員の積
極

担当課

平成２８年度

実施事業内容

防災会議・国民保護会議の委員への女性の登用
平成２７年度⇒平成２８年度
[防災会議] 女性は5名/39名(12.82%)⇒6名/43名(13.9
5%)
[国民保護会議] 女性は6名/39名(15.38%)⇒7名/41名(1
7.07%)

防災安全

課
具体的評価内容

平成２８年度委員の選任において，人数，比率どちらも増加
している。

継続的課題や改善

点
委員の選任においては，必ずしも代表者に限らず管理職や役
員の女性の登用を図る。

平成２９年度

予定事業

平成２９年度は，平成３０年２月に柏市防災会議の開催を予
定している。また，国民保護協議会は平成１８年度以降開催
していない。

番号 ９

番号 １０



15

的登用に努める。

女性防災リーダーの育成

担当課

平成２８年度

実施事業内容

自主防災組織の育成に努め，平成２８年度末で，２２２組織が
結成されており，前年度に対して６組織が増加しました。
なお，その内，防災推進員等の役目を担っている女性の数は４
１名（防災推進員合計は４７３名）であり，２７年度の３６名
より増加している。

防災安全

課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 平成２７年度に比べ防災推進員の女性の人数が５名増加した。

継続的課題や改善

点
引き続き，防災講習会等への女性の積極的な参加を呼びかけ，
女性リーダーの必要性について広報していく。

平成２９年度

予定事業
防災講習会等を年７０回以上（平成２８年度は７８回）実施す
ることを目標に，防災意識の向上を図っていく。

施策：２ 男女共同参画の視点に立った地域防災計画等の見直し

地域防災計画等の点検および見直し

担当課

平成２８年度

実施事業内容

平成２９年２月に地域防災計画を修正。女性については，女性
防災リーダーの指名率の向上を掲げている（現状９．５％から
平成３２年までに２５％へ）。

防災安全

課

関係部署

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

地域防災計画に，男女共同参画の推進として，災害時における
女性をめぐる諸問題を改善するため，各組織には女性の積極的
な登用と，男女共同参画の視点に配慮した防災対策を推進する
よう明記している。

継続的課題や改善

点
今後も積極的に女性防災リーダーの指名に努める。

平成２９年度

予定事業
具体的事業は未定。

災害時の女性問題及び解決策の検討避難所生活等を含めた災害時の

男女共同参画の視点に立った配慮

担当課

平成２８年度

実施事業内容
災害時に避難所におけるプライバシーの保護（特に女性）への
配慮から，間仕切りを追加購入した。

番号 １２

番号 １１

番号 １３
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防災安全

課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 女性や要配慮者用の備蓄品の充実を図ることができた。

継続的課題や改善

点
今後も要配慮者に向けた備蓄品目の拡充を検討していき，ま
た，自助としての啓発を強化していく。

平成２９年度

予定事業
平成２９年度も間仕切りの追加購入を予定している。

施策：３ 雇用における女性の参画促進

ポジティブ・アクション普及に向けた情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

企業における女性活躍の推進として，積極的な女性管理職の登
用や活躍の拡大を図るべく，今後の企業表彰の方法などをふま
え検討した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善

点
ワーク・ライフバランスとの兼ね合いや，女性の活躍・能力開
発につながるよう，具体的に実施していく。

平成２９年度

予定事業
企業（事業主）に対するアンケートや意識調査の実施を検討し
ている。

就労に関する情報の提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

事業者による求人情報を掲載している就労支援サイト「わくわ
くかしわ」を運営すると共に，ハローワーク松戸より提供され
る「ハローワークまつど週刊求人一覧表」について，庁内（福
祉政策課），庁外（シルバー人材センター，かしわ地域若者サ
ポートステーション）へ情報共有している。

商工振興

課
具体的評価内容

「ハローワークまつど週刊求人一覧表」について，本年度より
新規にかしわ地域若者サポートステーションへの情報提供を開
始するなど，求人ニーズのある関連団体について共有範囲を拡
大した。

継続的課題や改善

点
就労支援サイト「わくわくかしわ」の認知率・利用率を高め，
事業者・求職者にとって使いやすいサイトの実現を目指す。

平成２９年度

予定事業

近隣市における就労支援サイトの運用状況を検討しつつ，「わ
くわくかしわ」のユーザーインターフェースや検索機能の見直
しを図る。

番号 １４

番号 １５
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ハローワークと連携した就労支援活動の強化

担当課

平成２８年度

実施事業内容

ハローワーク松戸（松戸公共職業安定所）管内の事業者，商工
会議所，自治体などにより構成される松戸公共職業安定所雇用
促進協力会に特別会員として参画し，同所による企業説明会や
教育機関における就職担当者会議などの運営費について，補助
金を交付している。

商工振興

課
具体的評価内容

定期的に情報（ハローワークまつど週刊求人一覧表）提供を受
けている他（内外の関連団体へ共有），福祉施設（老人ホーム
や障害児童施設）における求人情報の周知を図った。

継続的課題や改善

点
合同企業説明会など，ハローワーク松戸との共催事業実施の
他，ハローワークプラザ柏との連携強化について検討する。

平成２９年度

予定事業
ハローワーク松戸が主催する事業について，共催もしくは後援
を行うことにより，ＰＲ支援を行う。

施策：４ 農業における男女のパートナーシップの確立と起業者への支援

農業委員・農協役員への女性登用の働きかけ

担当課

平成２８年度

実施事業内容

現在，女性農業委員２名を登用。
「農業委員会だより」に女性コーナーを設け，女性農業委員に
よる取材・編集を行い，年２回発行。
県等主催の女性農業委員研修会へ積極的に参加。
農業委員及び農協役員への女性登用の働きかけを行った。

農業委員

会

農政課

具体的評価内容

「農業委員会だより」に女性コーナーにおいては，女性農業者
を紹介することにより，女性が活躍している状況を幅広く広報
することができた。
女性農業委員による積極的な女性農業委員研修会への参加によ
り，農業委員の意識向上につながった。
女性農業委員２名，女性農協役員２名がそれぞれ就任してい
る。

継続的課題や改善

点
今後も引き続き女性農業委員の登用を継続していく。
女性の登用３割を目指し，働きかけを行う。

平成２９年度

予定事業

平成３０年７月には制度改正後，初めての農業委員の新体制が
組まれる。（農業委員の定数変更及び新委員への委嘱を予定）
女性農業委員の登用に向け積極的に働きかける。
女性の登用３割を目標とし準備を進めていく。

起業に関する情報の提供

担当課

平成２８年度 実

施事業内容

柏商工会議所と共催する「かしわ創業塾」のＰＲを行った他，
新規事業として麗澤大学との連携による市内ベンチャー企業紹
介ブログ「かしわ起業家物語」を市ホームページ上に開設し
た。

商工振興

課

番号 １６

番号 １７

番号 １８
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具体的評価内容

市ブログ「かしわ起業家物語」では，「かしわ創業塾」卒業企
業や市内のインキュベーション施設（東葛テクノプラザや東大
柏ベンチャープラザ）入居企業を学生が取材，市民目線とわか
りやすい事業紹介を行うことで，ベンチャー企業の認知率アッ
プに貢献した。

継続的課題や改善

点

市ブログ「かしわ起業家物語」の記事クオリティを高めると共
に，取材対象についてはベンチャー企業だけでなく，特徴的な
技術やサービスを持つ企業へ拡大することを検討する。

平成２９年度 予

定事業

起業家養成セミナー「かしわ創業塾」を年間２期（各５回）開
催する他，「かしわ起業家物語」の対象企業について，麗澤大
学と調整を図りつつ，特定の分野に偏らない取材に配慮する。

施策：５ 地域活動における女性の参画促進

町会・自治会・市民活動団体・ PTA 等への働きかけ

担当課

平成２８年度

実施事業内容

新任町会長等勉強会の開催
『町会・自治会・区 役員の手引き』の作成及び配布

柏市民活動フェスタ＆ぽかぽか市２０１６の開催
市民活動講座の開催

地域支援

課

男女共同

参画セン

ター

協働推進

課

具体的評価内容

手引きを作成・配布し，町会長等及び役員への女性の登用を促
す内容を記載した。
平成２８年度町会・自治会・区長等の２９４人のうち，女性は
２２人である（平成２７年度の１８人より４名増加）。

柏市民活動フェスタ＆ぽかぽか市２０１６を開催することで市
民への活動ＰＲの働きかけができた。また，市民活動講座では
団体の活動がよりステップアップしたものとなるよう講座を展
開した。

継続的課題や改善

点

引き続き，情報提供の機会の拡充に努める。
男女を問わず，一層の情報提供を行い，イベントの周知，参加
の促進を図る。

平成２９年度

予定事業

引き続き，以下を実施予定。
・新任町会長等勉強会の開催
・『町会・自治会・区 役員の手引き』の作成及び 配布
・柏市民活動フェスタ２０１７
・市民活動フリーマーケットぽかぽか市
・市民活動講座
・市民活動交流サロン

番号 １９
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（３）男女が共に担う家庭・地域づくり
施策：１ 家庭生活・地域活動への男女共同参画の推進

地域活動・市民活動の情報収集と提供，地域コミュニティ活動の推進

担当課

平成２８年度

実施事業内容
市民公益活動ガイドブックの作成及び配布
柏市民活動ニュースレターの発行

協働推進

課課

地域支援

課

具体的評価内容
市民公益活動ガイドブック作成及び配布，柏市民活動ニュース
レターの発行により情報提供を行い，市民活動への参加の促
進，拡大を図った。

継続的課題や改善

点
引き続き，情報提供の機会の拡充に努める。

平成２９年度

予定事業
柏市民公益活動ガイドブックの作成
柏市民活動ニュースレターの発行

ホームページや市民交流センター運営等による市民活動の

情報発信・支援

担当課

平成２８年度

実施事業内容

柏市民活動情報サイト「かしわん，ぽっ？」の公開
市民活動サポートコーナーによる市民活動の情報発信及び相談
支援

協働推進

課

具体的評価内容
情報サイトや市民活動サポートコーナー窓口等により情報提供
を行い，市民活動への参加促進，拡大を図った。

継続的課題や改善

点
情報サイト等による情報発信・支援を促進させ，市民活動周知
に繋げていく。

平成２９年度

予定事業

柏市民活動情報サイト「かしわん，ぽっ？」の公開
市民活動サポートコーナーによる市民活動の情報発信・相談支
援
パレット柏指定管理者による市民活動に関する企画の実施

町会・自治会・区等への勧誘

担当課

平成２８年度

実施事業内容
新任町会長等勉強会の開催
『町会・自治会・区 役員の手引き』の作成及び配布

地域支援

課具体的評価内容
新任町会長等勉強会を開催し，手引きを作成・配布することに
より，男女を問わず，地域活動に参加する機会を広げた。

番号 ２０

番号 ２１

番号 ２２
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継続的課題や改善

点
引き続き，情報提供の機会の拡充に努める。

平成２９年度

予定事業
新任町会長等勉強会の開催
『町会・自治会・区 役員の手引き』の作成及び配布

育児に関する講座

担当課

平成２８年度

実施事業内容

男性の家事･育児･介護等への積極的参画を促し，子育ての大切
さを共有し，安心して子どもを産み育てていくための事業を展
開した。
・「ママパパ学級」（育メン編） 実施回数２４回 受講者数
８７１人
・「離乳食教室」 実施回数２６回 受講者数８
２９人
・「ママパパクッキング」 実施回数７回 受講者数６７
人

公立２３園において育児講座実施（全７２回・参加者３，８０
６人）
内容：離乳食・簡単朝食の作り方，歯磨き，保護者対象メンタ
ルコーチ，病気の予防，わらべうた，製作・手作りおもちゃ，
歌，お話会，絵本の読み方与え方，親子ヨガ，キッズマッサー
ジ，ダンス（フラ・ヒップホップ）ベビーヨガ，リトミック，
親子ふれあい遊びなど

地域健康

づくり課

保育運営

課

具体的評価内容

妊娠・出産・育児に関する正しい知識，情報の提供により，子
育て家庭の安心した出産を支援している。事業を通して，父親
の主体的な育児参加を働きかけ，理解促進を啓発した。夫婦が
共に協力し，家族の健康づくりに取り組む重要性を伝えること
ができた。

地域の保護者が育児講座を通じ，保育園について知り，気軽に
保育園を訪れたり（園庭開放に参加），保育士に相談をしてく
るようになった。支援の必要な親子に対し，必要な情報を提供
し関係機関に繋げることができた。

継続的課題や改善

点

核家族化・共働きの増加等の社会，家族形態の変化により，子
育て家庭の抱える不安が増大し，子育ての負担感や孤立感の高
まりがみられる。
妊娠・出産・育児の正しい知識，情報の提供が必要だが，自由
参加，講義形式の講座では，ニーズの低い家庭の参加は望めな
い。個別ニーズに応じた効果的な支援のあり方について，見直
しが必要である。

参加者から好評で人気講座（ベビーヨガなど）は，同じ人が他
の園を複数回参加している。限られた予算・人を効率的に運用
するために，実施方法
を検討する。

平成２９年度 予

定事業

「ママパパ学級」（育メン編） 実施回数２４回
「離乳食教室」 実施回数２６回
「ママパパクッキング」 実施回数７回
※その他，妊娠期，乳児期における「トライアル事業」実施予
定

保育園の「子育て支援の一環としての事業」。育児講座をきっ
かけに日常の生活で保育園を利用（園庭開放・育児相談）して

番号 ２３
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もらうよう，園単位での実施から地区ごとの実施とし，広くＰ
Ｒしていく。

介護保険の制度やサービスなどに関する講座

担当課

平成２８年度

実施事業内容

柏市生涯学習まちづくり出前講座において，７件の講座に講師
を派遣した。

一部の地域包括支援センターでは独自の事業として，男性介護
者交流会，独居の男性を対象とした交流会，男性で構成されて
いる団体に対する支援等を実施している。

出前講座として，「介護保険制度」，「ケアプランの書き方」
をテーマに６回，１８５名を対象に行った。

高齢者支

援課

福祉活動

推進課

介護保険

課

具体的評価内容

町会・自治会等一般市民を対象に，柏市高齢者いきいきプラン
２１についての説明や，新しい総合事業に関する説明等を職員
から行い，高齢者福祉の現状と課題，介護保険制度についての
理解を図った。

座談会等による交流の場を提供し，同じ立場の方達で話をする
ことで介護ストレスを発散し，継続して参加していただくこと
で孤立化の防止にも繋がっている。また，お互いに情報交換し
たり，市が情報提供することで，介護方法や介護サービス等に
ついて知る場にもなっている。

男女問わず，介護保険制度について周知することができた。

継続的課題や改善

点

市民がサービスを利用しやすいよう，さらに介護保険制度の周
知を図ることが必要。

参加者が限定されているため，参加人数が伸びづらい。

保健福祉部内で連携をとりながら，介護保険制度及び在宅福祉
サービスについて周知していく。

平成２９年度

予定事業

同様に市民からの要望に応え，講座に講師を派遣し，積極的に
周知を行っていく。

引き続き，出前講座の依頼があった場合には，介護保険制度及
び在宅福祉サービスについて周知していく。

（４）男女が平等に仕事と生活を両立できる環境づくり
施策：１ 仕事と生活を両立できる環境づくり 保育サービスの充実

既存幼稚園の幼保連携型認定こども園への移行 私立認可保育園の整備

延長保育 病児保育 病後児保育 産休明け保育 こどもルーム

担当課

平成２８年度

実施事業内容

既存幼稚園から幼保連携型認定こども園への移行１園，私立認
可保育園２園，小規模保育事業A型１園，幼保連携型認定こど
も園増改築１園の整備を行った。

番号 ２４
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富勢こどもルームを学校施設内に移転を行った。
光ヶ丘小こどもルーム建替の準備を行った。
柏六小こどもルーム増設の準備を行った。

保育整備

課

学童保育

課

保育運営

課具体的評価内容

平成２８年度の整備により３３３人の利用定員の増加を図り，
平成２９年４月１日における国基準の待機児童数ゼロを達成し
たものの，認可保育園等への入園が保留になっている児童の数
（入園保留者数）の解消にまでは至らなかった。

施設整備により，受け入れ可能な児童数が増えた。

継続的課題や改善

点

今後も保育需要の分析を継続して行い，既存幼稚園から幼保連
携型認定こども園への移行，私立認可保育園等の整備に対する
補助を積極的に実施することにより，入園保留児の解消に向け
て，必要なエリアに私立認可保育園等の定員の増加を図る。

児童の安心，安全な居場所づくりに努める。

平成２９年度

予定事業

私立認可保育園・幼保連携型認定こども園を６園程度整備する
予定。

光ヶ丘小こどもルームの建替を行っていく。
十余二小こどもルームの増設を行っていく。
柏六小こどもルームの増設を行っていく。
田中小こどもルームの増設の準備を行っていく。
小学校の多目的教室等借用による保育スペースの拡充を行って
いく。

子育て支援事業の充実

児童センター，地域子育て支援センター，一時保育，

ファミリー・サポート・センター

担当課

平成２８年度

実施事業内容

地域子育て支援センター１６か所（公２，私１４）で子育てサ
ロン，育児相談を行なう。
一時保育事業を公立８園，私立２１園で実施している。
各保育園で育児講座，育児相談，園庭開放，世代間交流をおこ
なう。
なかよし広場事業を行い，地区ごとの保育園のプレイルームを
開放し，親子で遊ぶ機会を作る。

（ファミリー･サポート・センター）
事業目的・・・子育ての援助を受けたい方（利用会員）と援助
を行いたい方（協力会員）との地域における育児の相互援助活
動の推進を目的とする。
実績・・・会員数1,636人（平成29年3月31日現在）
（内訳：利用会員1,304人・両方会員63人・協力会員269
人）年間総援助件数8,003件

（児童センター）
親子が自由に交流できる場の提供や交流の促進，子育てに係る
相談や情報提供，講座などの事業を実施した。
実績・・・総利用者数111,673人（平成29年3月31日現
在）
（内訳：しこだ22,052人・豊四季台19,115人・光ヶ丘遊戯
室6,555人・永楽台19,012人・高柳20,198人・南部みんな
の広場18,991人・布施遊戯室3,541人・施設外事業2,209
人）

保育運営

課

子育て支

援課

番号 ２６
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保育運営

課

子育て支

援課

具体的評価内容

子育ての不安や悩みを解消，共感できる。親同士の交流が図れ
た。
公立育児講座参加人数 計６，２７６人
公立保育園実施分３，８０６人・支援センター実施分２，４７
０人
地域子育て支援センター利用人数 １１，８２５人
なかよし広場事業の参加人数 ２９６ 人

①当該事業の実施により，子育てに係る負担感の軽減及び子育
て家庭の仕事と育児の両立に寄与している。
②既存の保育サービス等と組み合わせて活用することで，多様
化する働き方にも対応することができている。

平成２８年度から親支援プログラムを開始し，生後２か月から
５か月までのお子さんを初めて育てている母親を対象とした
「BPプログラム」を計６回，３歳から６歳児の保護者を対象と
した「ペアレント・プログラム」を計２回実施し，子育てに関
する悩みや不安の軽減に寄与した。

継続的課題や改善

点

より多くの人が参加できるように事業実施する。
子育ての情報提供をする。

継続的に事業周知を行い，より多くの人に利用しやすい環境を
整え，会員を増加させる。利用会員の様々なニーズや雇用形態
に対応するため，援助する協力会員と両方会員の増加は必須と
なる。

従事者のスキルアップによる質の向上や他部署・他機関，地域
との連携を継続的に行っていく必要がある。

平成２９年度

予定事業

子育て支援事業は引き続き実施する。
新設園には地域子育て支援センター事業，一時保育事業のサー
ビスの拡充を依頼する。

①子育てサイト「はぐはぐ柏」や欲しい情報が手元に届く「LI
NE@」などを活用し，事業のPRを実施
②沼南社会福祉センターで月2回拠点型一時預かり活動を実施
③会員向けのフォローアップ研修を拡充

①子育てサイト「はぐはぐ柏」や広報，LINE等を活用して施設
や事業の周知を図っていく。
②平成２８年度に引き続き親支援プログラムを実施する。（BP
プログラムは計８回，ペアレント・プログラムは計３回を実施
予定）

地域ぐるみの子育て支援

母と子のつどい

担当課

平成２８年度

実施事業内容

保護者の育児に関する不安・悩みの相談に応じ，親同士の交流
により互いに解決し合う場を提供する子育て支援の場として実
施した。
・実施回数２３６回 参加者延数１１，１６３人

地域健康

づくり課

具体的評価内容

地域の柏市民健康づくり推進員等との協働実施により，子育て
家庭が，地域の幅広い世代と交流できる機会が創出され，地域
全体で子育てを支援する輪が広がっている。一方，自由参加の
当事業では，ニーズの低い家庭の参加が望めず，実参加人数は
約３割の状況である。

番号 ２７
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継続的課題や改善

点
核家族化・共働きの増加等による，子育て家庭の不安増大への
支援として，効果的な支援の見直しが必要である。

平成２９年度

予定事業
手賀地域，田中地域を除く各地域において,毎月開催
※その他，乳児期における「トライアル事業」実施予定

教育相談，子育てにこにこ電話相談，育児相談，

家庭児童相談の充実，利用者支援事業

担当課

平成２８年度

実施事業内容

（子育てにこにこ電話相談）
子育て支援施策の一環として，相談専用回線を設け，妊産婦や
乳幼児の健康，育児にかかわる多様な内容に対して，相談・助
言を実施した。
相談総数 １，１５８人

（利用者支援事業）
保育園在園児の保護者に対し，子育て情報を提供する。
配布物…園便り・クラスだより・保健だより・給食だより等
で，情報提供を行う。
園内掲示物…遊び・生活の様子をクラスのボードで知らせる
（文章・写真等），給食サンプル展示，園全体の取り組みを写
真や文書で掲示
行事…保育参観（参加）・運動会・お楽しみ会等で，集団の中
ですごす様子を見てもらう。
懇談会…全体懇談会・個別懇談会で，家庭と園の様子を伝え合
う。
各家庭との情報交換…連絡帳のやり取り。朝夕の情報交換。
個々のお子さんの様子を家庭と園で伝え合う。
緊急時の情報提供…すくすくメール

こどもを取り巻く家庭状況や虐待，しつけ，学校の教育上の問
題などで悩みのある方の相談を受け支援を行った。
（相談対応件数 １，０２８件）

地域健康

づくり課

保育運営

課

こども福

祉課

子育て支

援課

具体的評価内容

相談事業等の実施により，子育て家庭の不安解消，主体的な子
育ての支援につなげてきた。平成２８年度の相談件数は前年度
に比べ，若干減少しているが，育児者の心の問題や，育児が困
難な家庭事情，虐待の恐れのある相談等，個別的且つ継続的な
支援を要する相談が増加している。

【保育園の保育・教育の可視化】を目指し，情報提供を行う。
緊急時に保護者に対して情報提供するため，すくすくメールを
利用。
定期的（月１回程度）に園からメール送信し，送信・受信の訓
練とする。

保健福祉部，こども部，保健所，教育委員会等の関係部署，及
び児童相談所，警察，医療機関，各学校，各保育園・幼稚園等
の関係機関との連携して適切に支援を実施し，虐待を未然に防
ぐことが出来るよう適切に支援・対応することができた。

継続的課題や改善

点

相談内容に応じて，地域担当保健師につなぐ等の継続的な支援
につなげる対応を行う。

保育園の保育・教育の可視化
緊急時に，速やかに保護者に情報提供をすること
⇒保護者のアドレス変更や着信拒否等で，月毎に変更すること
がある。

番号 ２8
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相談者に対し，より具体的な助言を行っていくこと。相談対応
の状況を担当内で共有し相談対応の充実を図ること。

平成２９年度

予定事業

専任の保健師，助産師による電話相談の実施。
土・日・祝日，年末年始を除く
９時から１２時，１３時から１７時

保育園の保育・教育の可視化】を目指し，引き続き丁寧な情報
提供を行う。
緊急時のメール配信が確実に届くようにする。

児童福祉法改正に伴う支援体制の構築を実施し，関係機関との
さらなる連携強化に努め，適切に支援する。

要保護児童対策地域協議会関係機関との連携強化

担当課

平成２８年度

実施事業内容

支援対象児童等の早期発見や適切な保護・支援を図るため，関
係機関が情報共有を行い連携しながら，適切に支援すること目
的とする柏市要保護児童対策地域協議会を平成１８年度に設
置。
関係機関で情報を共有し，支援等における役割を明確にするこ
とで連携を強化している。

こども福

祉課
具体的評価内容

代表者会議１回，実務者会議を２回，協議会対象の重篤な世帯
に関する支援方針を検討する進行管理部会を６回開催し，適切
な情報共有と連携強化に努めた。
また，児童福祉法の改正に伴い，支援対象児童における関係機
関からの迅速且つ適切な情報提供を呼びかけ，児童虐待が発生
する前から支援を開始し，児童が安心して暮らすことができる
よう関係機関に協力を求めた。

継続的課題や改善

点
支援における具体的な役割の明確化。適切な情報共有の構築。

平成２９年度

予定事業
関係機関を対象とした事例検証，研修会等を実施し，児童虐待
における知識を深め，より具体的に対応できるよう努める。

母子・父子自立支援相談の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

ひとり親家庭の父母及び寡婦に対し，各種制度の情報提供，生
活全般の相談などに応じ，その対象者に必要な相談支援を行っ
た。
（相談件数２，０８４件）

こども福

祉課

具体的評価内容
家庭児童相談室，秘書広報課，男女共同参画室，生活支援課
などの関係部署との連携を図り，良好に対応することができ
た。

継続的課題や改善

点
事業の実施においては引き続き関係各課との連携が不可欠。

平成２９年度

予定事業

平成２６年度に改訂し，平成２７年４月から施行した第２期柏
市ひとり親家庭等自立促進計画の着実な実施につながるよう務
めていく。

番号 ２9
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広報紙等による情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

柏市ＨＰ，広報紙，チラシの作成等を通じて事業の周知を図っ
た。

出生時や転入時などに配布する子育てに特化した情報誌として
「かしわこそだてハンドブック」を市役所窓口や出張所，子育
て支援施設などで配布した。市内５地域ごとに遊び場情報など
をまとめた「かしわこそだてガイド」を増刷し，ハンドブック
と同様に子育て支援施設等で配布した。

こども福

祉課

子育て支

援課

具体的評価内容

支援情報の提供や相談先を広く周知できるよう，様々な媒体を
用いて情報提供を図るよう努めた。

平成２８年度にオープンした地域子育て支援拠点やショッピン
グモール内において「かしわこそだてハンドブック」や「かし
わこそだてガイド」を配布した。人が多く集まる場所での配布
を行うことで，多くの方への情報提供となった。

継続的課題や改善

点

引き続き，相談体制の充実と情報提供に努める。

「かしわこそだてハンドブック」について，払出数調整のため
配布のタイミングや配布場所を絞り配布していた。改訂版の発
行に際し発行部数が増えたこと，また子育て当事者が手に取り
やすいように，配布・設置場所について，子育て支援団体の活
動場所やイベント会場における配布なども視野に入れ，検討す
る。
「かしわこそだてガイド」については，５地域のガイドの表紙
がいずれもよく似ており，判別しづらいという意見があった。
改訂版作成の際，地域ごとに表記を色分けをするなど，工夫す
る。

平成２９年度

予定事業

柏市ＨＰ，広報紙，チラシの作成等を通じて事業の周知を図
る。

「かしわこそだてハンドブック」の改訂及び発行
市内５地域ごとの「かしわこそだてガイド」の改訂及び発行

柏市民健康づくり推進員の訪問による情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

柏市民健康づくり推進員の活動として，生後３～４か月頃まで
の赤ちゃんのいる家庭に伺い，身近な地域で安心して子育てが
できるように声かけを実施している。その際，柏市の母子保健
サービスや地域の情報等の資料を配布し，地域で市民目線での
温かな見守りと子育て支援を行っていることを伝えている。

地域健康

づくり課
具体的評価内容

訪問・電話等による対応件数：2,555件
不在の場合にも電話連絡がついた場合には資料を届けるなど，
情報提供を行っている。情報提供により，地域で開催している
「母と子のつどい」へ参加するなどのきっかけとなっている。

継続的課題や改善

点

転出入も多く，子育て世帯が孤立化する可能性があることが課
題。
不在や電話連絡の取り難さ，オートロックマンションなどの難
しさもあるが，推進員の赤ちゃん訪問が，地域に住む親子が初
めて地域とつながるきっかけとなる大切な役割と考え，地域活
動として継続実施の予定。

番号 ３１

番号 ３２
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平成２９年度

予定事業
生後３～４か月頃までの赤ちゃんのいる家庭への声かけ訪問を
継続実施

子育てサイト「はぐはぐ柏」の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

「はぐはぐ柏」では，子育てに関連したイベントや遊び場，制
度などの最新情報を発信した。
サイト内にブログコーナーを設け，柏市在住のお母さんによる
「柏っ子ママのおでかけレポート」，柏レイソルの選手のイン
タビュー記事「柏レイソル×子育てインタビュー」を掲載し
た。

子育て支

援課

具体的評価内容

子育て家庭や子ども・子育てを支援するかたを対象として，有
益な情報提供を行っている。平成２８年度は新たなコーナーの
開設など，サイト内コンテンツの充実を図った。
サイトのページ閲覧数は，年間１，１６５，３５１件で前年比
２０９，６５５件減であった。閲覧数減少の原因はいくつか考
えられるが，平成２８年３月に「はぐはぐ柏」が紐付く「柏市
オフィシャルウェブサイト」のリニューアルがあり，それが１
つの要因になっていると推察される。

継続的課題や改善

点

男性の子育てに対する関心や関わりは年々増えてきている。ま
た祖父母や子育て支援者など，だれにとってもわかりやすく，
魅力的な情報発信ツールとなるように努める。

平成２９年度

予定事業

子育てサイトの管理・運営
無料通話アプリ「LINE@」を活用した，サイト更新情報の配信
「Twitter」を活用した，サイト更新情報の配信
様々な媒体による子育てサイトの周知

特別養護老人ホームの整備

担当課

平成２８年度

実施事業内容
既存特別養護老人ホームの増床等（５１床）を整備した。

高齢者支

援課

具体的評価内容
比較的ニーズが高い「多床室」を５１床整備し，待機者の解消
に努めた。

継続的課題や改善

点

特別養護老人ホームの待機者数は６４０人（平成２９年１月１
日現在）となっているが，施設を運営している法人からは「実
質的な待機者は多くない」との意見もある。このため，近い時
期に入所が必要な待機者数を把握した上で，特別養護老人ホー
ムの必要数を計画する必要がある。

平成２９年度

予定事業

平成３０年度から３２年度を計画期間とする次期の第７期高齢
者いきいきプラン２１の策定に向けて，必要な検討を実施す
る。

番号 ３３
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地域包括支援センターの整備・事業の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

市内９箇所の地域包括支援センターについて，配置職員を増員
し，事業の充実を図った。また，職員を対象とした研修やセン
ターの評価事業を行うことでサービスの質の向上に努めた。

福祉活動

推進課

具体的評価内容
行政評価や市民のアンケート結果は概ね良好な結果となってお
り，高齢者やその家族に対して適切に支援を実施できていると
思われる。

継続的課題や改善

点
まだまだ地域包括支援センターの認知度は低く，継続して周知
していく必要がある。

平成２９年度

予定事業

地域包括支援センターの機能強化を目的に新たにセンターを２
箇所設置する。また，様々な機関と連携しながら事業の充実を
図る。

介護予防拠点の整備

担当課

平成２８年度

実施事業内容
介護予防拠点における介護予防事業の内容を，フレイル予防の
概念に沿って整理し，実施する。

福祉活動

推進課

具体的評価内容

フレイル予防の３つの柱である「栄養（食・口腔）」・「運
動」・「社会参加」の分野別に，以下のとおり参加（実人数）
があった。
(1)ほのぼのプラザますお：講座＝２７８回，参加者数＝１０７
２人
(2)いきいきプラザ：講座＝４７回，参加者数＝５９０人

継続的課題や改善

点

市内２箇所の介護予防拠点の連携が少ないこと，３つの柱の講
座の量的バランスが取れていないこと，自主活動支援や相談機
能が弱いことが課題とされている。

平成２９年度

予定事業
市内２箇所の介護予防センターの事業の整理や体制の検討を行
い，自主活動支援や相談機能の強化を図る。

障害者（児）居宅支援サービスの実施と一時介護委託料の助成

担当課

平成２８年度

実施事業内容

障害者(児)を日常生活において介護する母親等の女性を支援す
るために，ホームヘルパーなどの居宅支援サービスを実施する
とともに，介護者が第三者に有料で障害者(児)の介護を委託し
た場合に，その費用の一部を助成した。

障害者相

談支援室
具体的評価内容

障害者(児)の家族の負担軽減につながった。特に介護の中心は
母親であることが多いため，女性の介護負担の軽減による他の
社会活動への参加促進につながった。

継続的課題や改善

点

ホームヘルパーなどの居宅支援サービスは法律に基づく国の制
度で，一時介護委託料の助成は市独自の制度である。市の制度
は国の制度を補完する役割を持つものとしてあり方を常に見直
す必要がある。

番号 ３５
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平成２９年度

予定事業
継続して実施する。

施策：２ 仕事と生活を両立できる意識づくり

労働基準監督署等が開催する講座等の情報提供，関係機関と連携

した意識啓発の推進

男女雇用機会均等法 労働基準法 育児・介護休業法パートタイ

ム労働法

担当課

平成２８年度

実施事業内容

商工振興課など関係部署を通じて，啓発を行った。
男女共同参画の視点で，労働環境における格差や差別などが無
いよう，関係部署への働きかけやポスター掲示などを通じて啓
発に努めた。

市民向け冊子「あなたが困った時･･･相談窓口」に「働く人の
悩みに関する相談をしたい」場所として，ハローワークプラザ
柏を掲載している他，ポスターやチラシ等，適宜ハローワーク
からの情報提供に応じて所属配架，庁内掲出などを行ってい
る。

男女共同

参画セン

ター

商工振興

課

具体的評価内容

人事課や商工振興課など関係部署と連携して，意識付けや啓発
活動に努めた。

労働政策上の強化月間（週間）に合わせて作成されるポスター
類を庁内へ掲出することで来庁者に対する周知啓発を行ってい
る。

継続的課題や改善

点

庁内，民間事業所両方に向け，男女共同参画の視点からの平等
な労働環境整備の促進や，男性の育児休暇取得の促進，ライ
フ・ワークバランスの促進に努めていく。

今後は，ハローワーク主催事業について，本市共催もしくは後
援を行うことで，市広報を活用したＰＲを図る他，本市事業
（かしわ地域若者サポートステーションやアイワーク柏）につ
いても，ハローワークでの周知協力を依頼したい。

平成２９年度

予定事業
継続的啓発の実施のほか，本市だけでなく，近隣市と共同によ
る事業の共催を検討したい。

母性保護の普及

母性健康管理指導事項連絡カードの活用

担当課

平成２８年度

実施事業内容

市役所本庁内（母子保健コーナー），沼南支所内に相談室を設
け，妊産婦，乳幼児及び健康に関する相談受付，妊娠届出書の
受理及び母子健康手帳の交付を行っている。
・母子保健コーナー，沼南保健相談室利用状況 総数6,748人
・母子健康手帳交付状況 総数3,315人 地域健康

づくり

課

具体的評価内容

母子健康手帳には，母性健康管理指導事項連絡カードが提示さ
れている。母子健康手帳交付時の専門職面談では，働く妊婦へ
の助言指導として，『妊婦健康診査等で医師から指導を受けた
場合に，指導事項を会社へきちんと伝えることができるよう，
母性健康管理指導事項連絡カードを有効活用すること』を説明
している。

番号 ３８

番号 ３９
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継続的課題や改善

点

母子健康手帳交付時の専門職面談率は約４割であり，その他
は，事務職の対応となっている。妊娠期からの切れ目のない支
援（専門職による面談）の充実のため，母子健康手帳交付窓口
の集約，機能強化が求められる。

平成２９年度

予定事業

平成２９年度より柏市妊娠子育て相談センター（子育て包括支
援センター）を整備した。関係機関，関係課との連絡調整，専
門職による個別支援の充実を進めている。加えて，平成２９年
１０月より，母子健康手帳交付窓口を集約し，相談支援体制の
機能強化を図る予定である。

広報紙等による啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

男女共同参画センターHP「参画EYE]で関係する情報を掲載し
ているほか，厚生労働省の雇用均等における労働者のためのリ
ンクページを掲載している。

男女共同

参画セ

ンター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善

点
引き続き，働く女性の母性保護に係る最新の情報提供に努める
必要がある。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様。

家族経営協定の情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

農業委員会だより等で紹介や家族経営協定者への農業者年金保
険料の補助もあることから，農業委員会だよりの送付時に農業
者年金パンフレットを同封し農業者へ情報提供を行った。
家族経営協定は，家族農業経営にたずさわる各世帯員が意欲と
やりがいを持って経営に参画できる魅力的な農業経営を目指
し，経営方針や役割分担，家族みんなが働きやすい就業環境な
どについて，家族間の十分な話し合いに基づき，取り決めるも
のである。

（経営への参画支援）
経営改善計画の再認定の際に，家族経営協定締結によるのメリ
ットを説明し，協定締結の促進を促した。

農業委員

会

農政課

具体的評価内容

認定農業者や家族経営協定締結者には農業者年金の保険料の補
助制度があることを農業委員会だより等で紹介した。

家族経営協定を新規２件締結した。

継続的課題や改善

点

農業委員会だよりで，継続的に発信していく。

引き続き制度のＰＲと，家族経営協定の締結の働きかけを続け
ていく。また，今後は意義の再確認と締結農家同士の情報交換
等により，締結農家へのフォローアップを行うことも必要であ
る。

番号 ４０

番号 ４１
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平成２９年度

予定事業

農業委員会だよりの農業者年金コーナーで，保険料の補助制度
が女性の家族協定締結を応援していること等を紹介していく。

家族経営協定制度や農業経営改善計画の共同申請制度の認知度
向上のため，女性農業者の行事等を通じて制度のＰＲを行う。
また，次年度に経営改善計画の更新を迎える農業者を中心に，
家族経営協定の締結や農業経営改善計画の共同申請の働きかけ
を行う。

自営業者への情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共

同参画

センタ

ー

具体的評価内容 ・評価無し

継続的課題や改善

点
商工振興課や商工会議所等と連携し情報提供等を検討していく
必要がある。

平成２９年度

予定事業
検討中

女性の職業生活における活躍促進に関する法律に伴う推進計画の検討

担当課

平成２８年度

実施事業内容

商工振興課と国や県における同法の推進に係る政策を注視しつ
つ，女性の活躍について意見交換を行った。
自主講座として女性の再就職のための講座を実施した。

国や県における同法の推進に係る政策を注視しつつ，女性の活
躍について男女共同参画センターと意見交換を行った。

男女共同

参画セ

ンター

商工振興

課

具体的評価内容

実施講座については，女性活躍推進とあわせ，子育て中の女性
のエンパワーメントに非常に効果的であった（全４回講座，受
講者数４８名）

本市労働政策上，女性活躍の場創出や同法周知に係る方策につ
いて，検討を行った。

継続的課題や改善

点

引き続き，女性活躍推進に向けた講座や啓発が必要。

現段階では市内企業に対する周知に至っていない。

平成２９年度

予定事業

庁内をはじめ，商工振興課，商工会議所との連携を図り，ワー
ク・ライフバランスの推進と女性活躍の推進に向け協議を重ね
ていく。

引き続き，男女共同参画センターとの意見交換を行い，効果的
な周知方法について検討を重ねたい。

番号 ４２

番号 ４３
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ワーク・ライフ・バランスの普及促進

企業表彰のあり方（インセンティブ等）の検討

担当課

平成２８年度

実施事業内容
人事課と連携して，庁内のイクボス研修講座を実施した。

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容
市内企業など，外に向けた発信・啓発も重要だが，まずは庁内
から意識改革を行うという点で大変有効であったと思う。

継続的課題や改善

点

庁内から市内企業へ視点を広げ，従来の企業表彰とはまた違っ
た方法で，企業側のメリットを考えた，表彰や啓発方法を考え
る必要がある。一回きりの表彰ではなく，継続的評価（企業メ
リット）につながるやり方を検討していく必要がある。

平成２９年度

予定事業

従来の方法とはまた違ったライフ・ワークバランスの啓発・企
業表彰を実施するために，商工会議所などと連携しながら，ま
ずは市内中小企業の意識調査アンケートの実施を予定してい
る。

企業や働く人の支援や相談窓口など，関係機関と連携した情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

商工振興課と連携して，広く情報提供できるよう努めた。
センターでの相談においても，仕事や職場についての相談もあ
るため，適宜，適切な相談窓口に引き継ぐなど情報提供を行っ
ている。

市民向け冊子「あなたが困った時･･･相談窓口」に「働く人の
悩みに関する相談をしたい」場所として，柏労働基準監督署や
ハローワークプラザ柏を掲載している他，ブラック企業対策窓
口として本市では当課が対応に当たっている。

男女共同

参画セン

ター

商工振興

課

具体的評価内容

適切な情報提供に努めた。

ブラック企業対策窓口として，実際の相談案件については，当
該企業の実態を従業員よりヒアリングした上で，柏労働基準監
督署の専門スタッフへ取り次いでいる。

継続的課題や改善

点

庁内だけでなく，市内事業者や従業員に届くような情報の提供
や，周知が必要。

市内事業者や従業員に対して，労働基準監督署やハローワー
ク，市役所の窓口が認知されていないケースもある為，一層の
周知が必要と考える。

平成２９年度

予定事業

ワーク・ライフバランスの推進と絡め，市内事業の意識調査を
検討中。

引き続き，国や県が作成する労政事業に係る啓発物の掲出に努
める他，ハローワークとの協調関係を深め，双方向での周知に
努めたい。

番号 ４４
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庁内への働きかけ

出産・育児にかかる各種休暇休業制度利用の働きかけ

次世代育成支援対策推進法に基づく特定事業主行動計画の周知・推進

担当課

平成２８年度

実施事業内容

産前休暇取得予定者説明会の実施（年５回開催，対象職員及び
その配偶者対象）
出産・育児に係る各種休暇・休業制度周知
「育MEN応援プラン」周知

人事課
具体的評価内容

各種休暇休業制度については，取得率が向上した。
平成２８年度の出産・育児に係る各種休暇・休業制度の利用状
況（男性職員）
・育児休業 １人（前年度１人）
・出産補助休暇 ３１人（前年度２８人）
・育児参加休暇 ２１人（前年度１１人）
・子供休暇 １６９人（前年度１４８人）

継続的課題や改善

点
育児に関する男性職員の理解と意識啓発を図るための取組を進
める。

平成２９年度

予定事業

・所属長向けの産育休予定者面談マニュアルの作成
・復職後の職員を対象とした研修（H３０年度～実施）の準備
・育児短時間勤務制度に係る調査・研究

就職を控えた学生への啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容
学生など若年世代に向けた啓発事業を検討した。

男女共同

参画セ

ンター

具体的評価内容 具体的，事業実施に向けて，啓発事業の内容を検討している。

継続的課題や改善点

効果的な啓発事業の実施に向け，継続的に検討をしている段
階。
協働推進課で行っている大学連携事業などと絡めた事業実施を
模索している。

平成２９年度

予定事業
大学と連携するなど，若年世代への男女共同参画啓発事業の検
討・実施を予定。

就業状況把握のための調査・研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共同

参画セ

ンター

具体的評価内容 ・評価なし

番号 ４６

施策番号 ４７

施策番号 ４８
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継続的課題や改善点
就業状況の把握については，市民意識調査や企業に向けたアン
ケートなどで現状を把握必要があるため，計画的に調査を実施
する必要がある。

平成２９年度

予定事業

女性の就業状況の把握については，引き続き調査・研究を継続
する必要があるが，平成２９年度はワーク・ライフバランスに
向けた，市内中小企業の意識調査アンケートを実施予定のた
め，うまくそれに絡め，女性の就業状況把握にかかる設問をい
れるなど設問内容を工夫したい。

（５）男女平等の視点に立った意識改革と社会制度・慣行の見直し
施策：１ 男女平等意識をつくるための啓発活動の充実

講座，シンポジウム，イベントの実施

男女共同参画の視点の重視

男性や若年者に向けた啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

施策８の事業内容のとおり講座を実施したほか，男女共同参画
フォーラムにて講談師による講演会や多様なテーマでフォーラ
ム参加団体による分科会を開催した。

男女共同

参画セ

ンター

具体的評価内容
フォーラムでは講談界初の女性真打による「講談で語るワー
ク・ライフバランス」を実施。わかり易く好評であった。

継続的課題や改善点
施策４９については，男性や若年者に向けた具体的啓発が不十
分に感じられるため，具体的な事業実施を引き続き検討してい
く必要がある。

平成２９年度

予定事業

課題を活かし，平成２９年度は協働推進課の大学連携事業と絡
め，学生との事業連携および男女共同参画の推進として学生の
カリキュラム（男女共同参画社会についての調査研究と発表）
の支援を実施。

広報紙等による啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

男女共同参画フォーラムのイベント掲載記事と絡めた，広報紙
への効果的な記事の掲載を行った。
センターの開館にあわせ，センターホームページの整理と充実
を図った。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
５月１４日の男女共同参画センター開館にあわせ，周知や効果
的記事の掲載を行った。

継続的課題や改善点
引き続き，効果的な周知を図り，男女共同参画の啓発とあわせ
て，センターの認知度があがるような効果的掲載を行ってい
く。

平成２９年度

予定事業
センターホームページ「参画ＥＹＥ」の一層の充実を図る。

番号 ４９
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男女共同参画週間における啓発の推進

担当課

平成２８年度

実施事業内容

男女共同参画センター窓口にて，男女共同参画週間にパープル
リボンキャンペーンを実施。同時に啓発ポスター等の掲示を行
った。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
新たに開設したセンターの周知も兼ね，センター前で啓発キャ
ンペーンを実施したことは効果的であり，ワンストップ効果が
あった。

継続的課題や改善点
継続して男女共同参画週間の啓発事業を行うことで，「男女共
同参画週間」というものから周知して認知度をあげる必要があ
る。

平成２９年度

予定事業

男女共同参画週間にパネル展示など啓発キャンペーンを実施予
定。最終日の１１月２５日には男女共同参画フォーラムを実施
予定。

女性差別撤廃条約，男女共同参画社会基本法，女性の活躍推進法，

育児・介護休業法，ＤＶ防止法等各種法律や制度の周知

担当課

平成２８年度

実施事業内容
男女共同参画センターHP「参画EYE」にて掲載している。

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善点
引き続き，掲載内容の精査と最新情報の提供を実施していく必
要がある。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様。

法制度に関する学習機会の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容
各種講座や講演会，イベント実施時に法制度や法改正について
の内容に触れ，実施した。

関係部署

男女共同

参画セン

ター
具体的評価内容

講座や講演会などでは，最新の情報提供だけでなく，男女共同
参画の歴史的背景をふまえた内容で実施することができた。

継続的課題や改善点
特に法改正などについては，正しく新しい情報提供を行う必要
があるため，今後もそうした機会の充実を図る。

番号 ５１
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平成２９年度

予定事業 平成２８年度と同様。

男女平等に関する意識調査の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善点

平成２６年に市民意識調査を実施し，調査結果をまとめている
が，平成２８年４月から第三次男女共同参画推進計画がスター
トし次回見直し（平成３１年）に向け，再度，市民意識調査が
必要だと考えている。

平成２９年度

予定事業

大きな市民意識調査をとりまとめる予定は無いが，第三次男女
共同参画推進計画の初回実績報告のとりまとめにあたり，パブ
リックコメントなどを通じて市民意識の把握を行う。

男女別統計（ジェンダー統計等）の推進・情報収集・公表

担当課

平成２８年度

実施事業内容
実績報告の作成にあたり，特に女性活躍推進などの観点からも
女性の登用などについて注視しながら情報収集をおこなった。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
実績報告作成なぢにあたり，性差別に配慮しながら，男女共同
参画の促進および女性活躍における男女別統計の作成や情報収
集を実施した。

継続的課題や改善点
性差別の観点から，アンケート調査などにおいて男女の設問を
控える傾向にあるため，配慮や工夫が必要。

平成２９年度

予定事業
引き続き，性差別に配慮しつつ，男女別統計等の情報収集を行
っていく。

施策：２ 社会制度・慣行の見直し

社会制度・慣行の調査研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
内閣府や県の情報共有のほか，独自に男女共同参画に係る社会
情勢を新聞マーカーなどをし，調査研究をおこなった。

男女共同

参画セン

ター

番号 ５４
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具体的評価内容
各社新聞や冊子の男女共同参画に係る記事をマーカーし，課内
閲覧することで，社会の制度や動向など情報更新をしながら担
当者の知識向上に努めた。

継続的課題や改善点

社会制度や各社企業などの取り組みなど，男女共同参画に係る
動向は日々変化をしているため，公的機関の動向調査に特化す
ることなく，国内外の社会の動向について継続的に調査研究を
おこなっていく必要がある。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度同様，継続的な調査研究を行っていく。

（６）男女平等教育の推進
施策：１ 家庭教育における男女平等意識の啓発

家庭教育学級等の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容
「家庭教育支援事業」として市内の学校で保護者やPTAが中
心となってみんなの子育て広場という学習の機会を設けた。

関係部署

（生涯学

習課）

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善点
男女平等意識の啓発に特化したテーマでは実施していない
ため，今後，それに係るテーマ設定で実施する機会をつく
るなど関係部署と内容等について調整していく必要がある。

平成２９年度

予定事業
・検討中

広報紙等による啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容
柏市の男女共同参画についての出前講座を登録し，依頼があっ
た場合には随時実施可としている。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 DVに係る出前講座依頼があったため，担当職員が男女共同参
画の視点を織り交ぜ，講座を実施した。

継続的課題や改善点 引き続き，適宜，依頼による出前講座を実施するほか，効果的
な広報を検討していく。

平成２９年度

予定事業 平成２８年度と同様。

番号 ５７

番号 ５８
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施策：２ 保育園・幼稚園における男女平等教育の推進

一人ひとりの個性を尊重した教育・保育

担当課

平成２８年度

実施事業内容

【保育所保育指針第１章４保育所の社会的責任（一）保育所
は，子どもの人権に十分配慮するとともに，子ども一人ひとり
の人格を尊重して保育を行わなければならない。】就学前の子
どもは，その育ちの中で個性を作りつつある過程と考える。
一人ひとりの人格を尊重し保育・教育を行う。

保育運営

課
具体的評価内容 子どもの人格を尊重した保育を行っている。

継続的課題や改善点
保育所の社会的責任として，「子どもの人格を尊重した保育を
行うこと」としている。

平成２９年度

予定事業
引き続き実施予定。

保育士を対象にした研修会の開催

担当課

平成２８年度

実施事業内容

保育運営課主催認可保育園保育士対象研修（全１８回 １，１
４７名）
保育運営課主催公立保育園保育士・職員研修（全７回 ５１１
名）
保育所保育指針に基づき，一人ひとりを大切にする保育につい
て，外部講師・保育運営課内部講師による研修を実施。

保育運営

課
具体的評価内容

各階層（経験別）研修や，分野別の研修を行う。各園から代表
者（１～２名）が出席。研修後，自園で伝達講習を行い実践。
保育士の資質向上に努める。

継続的課題や改善点
認可保育園・認定こども園の新設や，公立保育園職員の定年退
職者に伴う新規採用職員の増加により，経験年数の少ない保育
士が増えている。今後，研修の充実が求められる。

平成２９年度

予定事業

平成２９年に【保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教
育・保育要領】が告示された。３０年度にスムーズな施行とな
るよう，２９年度中に周知する。

幼稚園における男女平等意識の啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容
講座や啓発イベント実施の際には，幼稚園協会に協力を仰ぎ，
周知等を行った。

具体的評価内容
毎月ある幼稚園協会の全体会議にあわせ，イベント案内やパン
フレットの提供を実施し，男女共同参画の意識づけや啓発に努
めた。

番号 ５９

番号 ６０

番号 ６１
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男女共同

参画セン

ター

継続的課題や改善点
幼稚園協会や幼稚園教諭の研修機会については，男女共同参画
センターでは把握困難であるため，幼稚園における男女平等意
識の啓発実施については今後検討が必要。

平成２９年度

予定事業
平成２８年同様，引き続き情報提供等実施予定。 ほか，要検
討。

隠れたカリキュラムの点検，見直し

担当課

平成２８年度

実施事業内容
性別にとらわれず個性が伸ばせる保育を実施する。

保育運営

課

具体的評価内容 男女の区別なく，個性を大切にする保育をおこなっている。

継続的課題や改善点 社会的性別意識を助長しないように努めている。

平成２９年度

予定事業
性別にとらわれず一人ひとりを大切にする保育を継続実施す
る。

施策：３ 学校における男女平等教育の推進

性別にとらわれない教育の推進

担当課

平成２８年度

実施事業内容

学校における人権尊重教育の理念等を学び，人権尊重教育の一
層の充実を図るために，「学校教育における性的マイノリティ
ー（ＬＧＢＴ）への理解と対応への手がかりについて」という
テーマで研修を行った。

生徒指導

室

具体的評価内容

平成２８年度，はじめて性的マイノリティーに関する研修を行
い，市内教職員７０名が参加した。人権教育担当の教員以外に
も多くの参加があった。さらに教職員のみならず人権擁護委員
や行政関係者，法務関係者等の参加もあり，計１００名となっ
た。

継続的課題や改善点
社会全体で性的マイノリティーへの関心が高まる中，次年度以
降，さらに研修の規模を拡大する必要がある。

平成２９年度

予定事業

平成２９年度から３年間で，柏市のすべての教職員を対象に，
性同一性障がいや性的指向・性自認に係る児童生徒の理解のた
めの研修を実施する。「自殺念慮の割合が高いことが指摘され
ている「性同一性障がいや性的指向・性自認に係る児童生徒」
について，無理解や偏見等がその背景にある社会的要因の一つ
であると捉えて，教職員の理解を促進する。」（内閣府「自殺
総合対策大綱」）を踏まえ，教職員に周知する。

番号 ６２

番号 ６３
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児童生徒が相談しやすい環境を構築するため，図書室や保健室
に関連図書を整備する。また，児童生徒への指導及び理解のた
めの指導教材等の研修を進め，人権教育を推進する。

副読本・教材等の作成・活用方法の検討

教職員に対するアンケート調査の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容

生徒指導

室

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

継続的課題や改善点

平成２９年度

予定事業

教職員対象の男女平等教育研修の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容

生徒指導

室

具体的評価内容

継続的課題や改善点

平成２９年度

予定事業

多様な生き方を選択できる進路指導

担当課

平成２８年

度

実施事業内

容

啓発資料「柏市『男女共同参画をめざす教育』」を市立各小中
学校に配付することにより男女平等教育の啓発を図った。

生徒指導

室

具体的評価

内容

啓発資料の中で，男女平等教育の基本となる人権感覚の必要性
や，人権尊重の精神に立つ学校・学級経営といった今後の課題
を明確にすることができた。

全市立小中学校の教職員に，男女平等教育における柏市の現状
と学校で実践するべき取り組み内容を周知することで，進路指
導にもつなげることができた。

番号 ６４

番号 ６５

番号 ６６

番号：６３と同時進行

番号：６３と同時進行
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継続的課題や改善点
学校や学級が人権意識に満ちた場となり，男女平等を念頭に置
いた教育活動が行われるよう啓発活動を行う。

平成２９年度

予定事業

啓発資料「柏市『男女共同参画を目指す教育』」の内容を見直
し，市立各小中学校に配付することにより男女平等教育の啓発
を図り，進路指導についても，児童生徒が多様な選択ができる
ようにする。

人権尊重教育研修会（８月２４日）において，教職員への啓発
活動を継続する。

隠れたカリキュラムの点検，見直し

担当課

平成２８年度

実施事業内容

啓発資料「柏市『男女共同参画をめざす教育』」で，隠れたカ
リキュラムの点検と見直しについて例を挙げて示すとともに，
「柏市男女平等教育実践事例集」の活用を呼びかけた。

生徒指導

室

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

全市立小中学校の先生に，啓発資料「柏市『男女共同参画をめ
ざす教育』」を配布することによって，「隠れたカリキュラ
ム」の再確認をするとともに，日常の学校生活における見直し
の必要性を周知することができた。

継続的課題や改善点
今後も男女の固定観念にとらわれず，一人一人の個性が発揮で
きる学校・学級作りのために，「隠れたカリキュラム」の見直
しを続けるよう，啓発活動を行う。

平成２９年度

予定事業

「隠れたカリキュラム」について，初任者研修の「道徳教育」
の場において，「柏市男女平等教育実践事例集」の内容を説明
し，活用を依頼する。

各学校における日常の教育活動の中で，「隠れたカリキュラ
ム」の点検と見直しを進めるよう，啓発資料「柏市『男女共同
参画をめざす教育』」に盛り込む。

施策：４ 社会における男女平等に関する生涯学習の推進

男女平等に関する学習資料・情報の提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

関連資料の収集，貸出し。
男女共同参画センター主催「２０１７柏市平和展」での展示の
ための図書資料およびブックリストの提供を行い事業に協力し
た。

図書館

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
資料のジャンル，対象，注意事項等を提示していただき，希望
に沿った対応ができ，課題解決支援へとつながった。

継続的課題や改善点
図書の展示を通して地域の課題解決支援を実施するため，各課
の事業案内やＰＲ，イベントや講演会関連の企画の提供依頼を
行う。

平成２９年度

予定事業
男女共同参画週間に合わせた企画展示
関連資料の拡充

番号 ６７

番号 ６８
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男女共同参画社会推進のための啓発・学習機会の提供

講座の企画

担当課

平成２８年度

実施事業内容

青少年教育，成人教育，家庭教育，高齢者教育及び地域づく
り事業に関する１１０講座を実施し，延べ参加者は８，２９１
人であった。

中央公民

館

具体的評価内容

青少年教育事業では，工作教室や冬のクリームシチューづくり
で男
女を問わず学習機会を提供。
成人教育事業では，男性の料理教室の実施。高齢者教育事
業，地域づくり事業では，健康に関する講座，パソコン講座，
歴史文化に関する講座などを実施し，男女を問わず学びあい交
流し，市民生活の向上が図れた。
家庭教育事業では男親女親に関わらず親子のふれあいやコミュ
ニケーションの向上が図れた。

継続的課題や改善点
成人男子の参加は少ないので，より身近な近隣センターでの講
座展
開や周知・宣伝の拡充など事業の充実を図っていく。

平成２９年度

予定事業

子ども体験教室では，ちびっこダンスパフォーマンスとして男
児女
児を問わず，リズム感にのった楽しく体験できる講座の実施。
家庭教育講座では，男性家族なども含めて働くママを幸せにす
るた
めのヒントを学ぶ講座を実施。

様々な人が参加しやすい開催日時等への配慮

担当課

平成２８年度

実施事業内容

各担当部署において，講座等を実施する際には，より多くの人
が参加できるよう，平日昼間以外でも開催時間や曜日（夜間や
休日含む）を工夫して実施した。

関係部署
具体的評価内容

講座のテーマや内容，対象者によって，参加しやすい時間帯や
曜日が異なるため，それらを意識した企画をすることができ
た。

継続的課題や改善点
企画日程を多様化することで，担当職員の業務負荷も生じるこ
とが不可欠であるため，各課内で調整が必要。

平成２９年度

予定事業
平成２８年同様，各担当部署において実施予定。

開催時の保育，介護サービスの充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容
男女共同参画センターでは，講座開催時などに未就学児に限り
保育を実施した。介護サービスの充実においては未実施。

番号 ６９
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関係部署

（男女共

同参画セ

ン タ

ー，高齢

者 支 援

課）

具体的評価内容
子育て世代の講座受講者を増やすため，こどもを預けて，安心
して講座受講をしてもらえるよう環境を整えた。

継続的課題や改善点

他部署の講座実施においても，保育ありの講座を増やしていく
ことで，若い世代の学習や啓発機会の増加につながると考え
る。一方で，介護サービスについては，男女共同参画の視点を
もっての介護にかかる出前講座の実施はしているが，講座開催
時に介護サービスをつけるのは現状困難であり，検討が必要。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様。

学習プログラムと情報提供の充実

らんらんかしわ

担当課

平成２８年度

実施事業内容

大学・民間企業を含めた広範囲にわたる生涯学習情報をらんら
んかしわに掲載した。また，掲載情報をもとに「生涯学習ガイ
ド」及び「生涯学習ボランティア登録者名簿」を発行した。

生涯学習

課

関係部署

具体的評価内容

閲覧者のアクセシビリティ・ユーザビリティ等の向上のため，
柏市オフィシャルウェブサイトとの統合を行い，市のHPのトッ
プページかららんらんかしわのイベント情報を閲覧できるよう
にした。
新システムへの移行に伴い，システムの操作説明会を行い，利
便性の向上に努めた。

継続的課題や改善点
市内・近隣の生涯学習情報の収集を継続，充実させていく必要
がある。

平成２９年度

予定事業

引き続き，らんらんかしわの管理・運営を行うとともに，掲載
情報をもとに「生涯学習ガイド」及び「生涯学習ボランティア
登録者名簿」を発行し，インターネットを利用しない方への周
知も行う。

（７）人権の尊重
施策：１ 心の健康支援の充実

悩みをかかえる人のための相談窓口の紹介・情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

広報掲載や各課で配架しているパンフレット，柏市保健福祉総
務課発行の「あなたが困った時・・・相談窓口」の冊子を活用
するなど，適宜，要支援者，相談者に対し適切な相談窓口への
案内を実施した。

男女共同

参画セン

ター

福祉活動

推進課

保健予防

課

関係部署

具体的評価内容

１つの相談に対し，適切な窓口につなげたり，また年齢や状
況，家族構成などによっても支援窓口が異なるケースもあるこ
とから，関係部署と連携しながら適切な窓口につなげることが
できた。

継続的課題や改善点
相談窓口は多岐にわたるため，相談者に対し適切な支援ができ
るよう引き続き，スムーズな案内や情報提供に努める必要があ
る。

番号 ７２

番号 ７３
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平成２９年度

予定事業
引き続き，広報への掲載や，各課での相談窓口の案内や情報提
供を実施する。

心の健康についての理解の促進

担当課

平成２８年度

実施事業内容

①精神保健福祉普及運動期間やアルコール関連問題啓発週間を
中心に，広報かしわ・ホームページ・柏市保健所だよりに掲
載。
②11月12日アルコール健康障害の理解に関する市民講座：
（専門病院医師による講演・関係機関によるパネルトーク）参
加者数74人，
9月3日すいみんの日講座：参加者数250人
③こころの病について等の出前講座：11回開催・参加者数23
2人
④ボランティア育成：柏市社会福祉協議会が実施する「精神保
健ボランティア養成講座」への協力，現在活動しているボラン
ティアのスキルアップ研修として，11月12日市民講座・11月
25日精神疾患の理解のための講座：参加者数18人

保健予防

課具体的評価内容 講座参加者数

継続的課題や改善点
市民講座は，今後も関係機関と連携をした開催が必要。
出前講座の周知強化が必要。

平成２９年度

予定事業

①精神保健福祉普及運動期間やアルコール関連問題啓発週間を
中心に，広報かしわ・ホームページ・柏市保健所だよりに掲
載。
②市民講座・すいみんの日講座開催予定。
③出前講座実施
④ボランティア育成：柏市社会福祉協議会が実施する「精神保
健ボランティア養成講座」への協力，ボランティアフォローア
ップ研修実施予定。

自殺予防のための啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

ゲートキーパー養成研修（引きこもり編）の開催
無料相談事業（電話相談・対面相談）
自死遺族支援事業（「わかちあいの会ひだまり」の開催，自死
遺族支援事業公開講演会の開催）
心と健康と自殺予防を考えるメンタルヘルスシンポジウムの開
催

保健福祉

総務課

関係部署具体的評価内容

無料相談の件数が，平成２７年度の１２２件から平成２８年度
は２５４件に増加した。柏駅東口駅前にパンフレットを配架す
るなど，広報活動の充実に努めたことが要因と考えられる。
「わかちあいの会ひだまり」への参加人数が，平成２７年度の
延べ３８名から延べ７７名に増加した。会場をウェルネス柏か
らアミュゼ柏へ変更し，アクセスしやすくなったことが要因と
考えられる。

継続的課題や改善点

多くの自殺は様々な悩みにより心理的に「追い込まれた末の
死」である。様々な要因に対する社会の適切な介入により「多
くの自殺は防ぐことができる」という基本認識を市民一人ひと
りが持てるよう，継続した普及啓発を進めていく。

番号 ７４

番号 ７５
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平成２９年度

予定事業

ゲートキーパー養成研修（不登校編）の開催
無料相談事業（電話相談・対面相談）
自死遺族支援事業（「わかちあいの会ひだまり」の開催，自死
遺族支援事業公開講演会の開催）
青少年自殺防止ミュージカルの開催

相談窓口等の情報発信

担当課

平成２８年度

実施事業内容

センターで行っている「女性のこころと生き方相談」について
案内チラシを作成・配架し周知している。
複合施設内にセンターが開館したため，窓口を活かし，各種相
談窓口の情報提供を行っている。

①関係機関にポスター・リーフレット配布，広報かしわ・ホー
ムページ・柏市保健所だよりへの掲載，市民講座や出前講座等
での紹介
②精神科医師によるこころの健康相談を年間42回（相談65
件・訪問4件）実施。
③精神保健福祉士・保健師による相談（面接961件・訪問67
5件・電話7570件）実施。
（性や性別に関する悩み相談件数の再掲はしていない）

男女共同

参画セン

ター

保健予防

課

関係部署

具体的評価内容

センターの場所も良く，ワンストップ的機能が定着してきてい
る。
また，他の用件で，パレット柏に来館した方が，センターの案
内を見て相談に声をかけられるなどといったことが増えてい
る。

相談・訪問・電話件数

継続的課題や改善点

引き続き，センターの認知度を高めていくことで，効果的な情
報発信につながっていくと考える。一方で男性からの相談希望
の問いあわせもあるため，今後検討をしていく必要がある。

悩みをかかえる人のための相談窓口を更に広く周知する必要性
がある。相談内容が多様化しているため，関係機関とより連携
を図りながら，迅速かつ安全に対応する必要がある。また，相
談実施後のフォロー強化が必要。

平成２９年度

予定事業

夜間相談（毎月第二木曜日）の新規実施。

①関係機関にポスター・リーフレット配布，広報かしわ・ホー
ムページ・柏市保健所だよりへの掲載，市民講座や出前講座等
での紹介
②精神科医師によるこころの健康相談を年間48回実施予定
③精神保健福祉士・保健師による随時相談継続
（性や性別に関する悩みと表してはいない）

性や性別の悩みに関する情報の収集

担当課

平成２８年度

実施事業内容

男女共同参画フォーラム分科会のなかで，ＬＧＢＴについてと
りあげ，情報の収集と提供の機会を設けた。
センターで管理している図書コーナーへの図書の充実を図っ
た。
相談窓口に相談があった際などは適宜，関係機関を紹介した。
他市や県の会議などに出席し各市の取り組みなど情報交換を行
った。

男女共同

参画セン

ター

関係部署

番号 ７６
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具体的評価内容 情報の収集だけでなく，情報提供につなげることができた。

継続的課題や改善点
性や性別の悩みについては，年々，柔軟な対応の必要性が高ま
っている。また若年世代にも大きく影響しているため，学校関
連の部署とも連携して情報収集などに努める必要がある。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様に事業の実施をするほか，近隣各市の対応
の動向なども注視していく。

施策：２ 人権に関する啓発とメディアにおける人権への配慮

セクシュアル・ハラスメントの防止に向けた情報発信

担当課

平成２８年度

実施事業内容

国や県，労働基準監督署などにおいて作成される啓発物（ポス
ターやチラシ）について，情報提供に応じて適宜庁内への配
架・掲出に努めた。
男女共同参画センターHP「参画EYE」にてセクハラに対する
厚生労働省のリンクページを紹介している。

商工振興

課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

労働政策上の強化月間（週間）に合わせて作成されるポスター
類を庁内へ掲出することで来庁者に対する周知啓発を行ってい
る。

センターの立地を活かし，多層のパレット柏の来館者に対し，
発信している。

継続的課題や改善点

来庁者だけでなく，市内事業者への周知が十分でないことか
ら，今後は直接あるいは商工会議所などを通じた啓発に努めた
い。

来館者だけでなく，商工振興課などを通じ，市内事業者に向け
た啓発に努めたい。

平成２９年度

予定事業

労働政策に係る周知状況について，商工会議所などの実情を把
握した上で，連携策を検討する。

引き続き，セクシュアル・ハラスメントの防止に向けた啓発を
実施するほか，相談窓口としての機能の周知にも努める。

職員のセクシュアル・ハラスメントに関する窓口の継続設置

担当課

平成２８年度

実施事業内容
職員対象のセクハラ相談窓口における対応
平成２９年度相談件数 ０件

人事課
具体的評価内容

窓口での相談又は苦情の処理，苦情処理委員会での審議の手
続等においては，男女共同参画，特に女性の人権への配慮を行
うよう措置を講じている。

継続的課題や改善点
相談又は苦情処理の窓口の設置を含め，セクシャル・ハラスメ
ントに係る要領及び指針に基づく制度について，職員に周知を
図っていく。

番号 ７８
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平成２９年度

予定事業
窓口の継続設置
研修等の機会における窓口の周知

性に起因する人権侵害に関する啓発事業の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容
県の助成金を活用し啓発グッズの作成とそれを用いた啓発活動
や広報での相談窓口等の情報提供を行った。

男女共同

参画 セ

ンター

具体的評価内容
人権に係る担当課の広報広聴課と連携し，広報に相談窓口の案
内を掲載したり，人権侵害に係る啓発の促進を図った。

継続的課題や改善点
性に起因する人権侵害のケースは多岐にわたるため，総合的な
啓発事業の実施は難しい。各分野や関係課と協力して啓発を促
していくことが必要。

平成２９年度

予定事業
県の助成金を活用した啓発グッズの作成とそれを用いた啓発活
動を実施する。

国際交流センターの整備等，外国人のための相談窓口の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

平成２８年５月に，常時英語による対応が可能な柏市国際交流
センターを開設した。
・市の外国人相談窓口は，英語（木曜日），中国語（水・金曜
日），スペイン語（水曜日），韓国語（第２・４金曜日）に実
施。

協働推進

課
具体的評価内容

在住外国人の日常生活や市政に関する相談を行った。平成２８
年度の市の外国人相談窓口の相談件数は１２６件。

継続的課題や改善点
ベトナムの在住外国人が増加しているなかで，ベトナム語の通
訳・翻訳者がいない。今後検討が必要。

平成２９年度

予定事業
外国人相談事業を継続実施。
市の韓国語の外国人相談窓口は，第２・４木曜日に変更。

広報・出版物等における男女平等の視点に立った表現の使用

担当課

平成２８年度

実施事業内容
広報・出版物等の表現だけでなく，市のホームページにおいて
も，女性・男性双方に配慮し作成を行った。 広報広聴

課

関係部署

具体的評価内容 ジェンダーに関するクレームは特になし。

番号 ８０
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継続的課題や改善点
推進計画に基づき，さらに女性・男性双方に配慮した表現の見
直しを推進していく。

平成２９年度

予定事業
引き続き広報・出版物・ホームページ等の掲載内容について，
女性・男性双方に配慮し作成を行う。

（８）性差に配慮した健康支援
施策：１ 性差に配慮した健康支援

妊産婦の健康診査，相談及び指導

担当課

平成２８年度

実施事業内容

妊娠届出により母子健康手帳及び母子健康手帳別冊（妊婦健
康診査受診票）を渡している。１４回分の妊婦健診の公費助成
（一部自己負担あり）により，妊婦の経済的負担を軽減してい
る。
母子健康手帳交付時に，本庁，沼南，ウェルネス柏では保健師
等の専門職による面接を行い，妊婦健診受診票の説明や必要性
を伝えると共に妊婦への相談及び指導を行っている。また必要
に応じて継続的な相談支援に努めている。
【内容】母子健康手帳交付時に制度の説明，保健指導を実
施。

地域健康

づくり課具体的評価内容

妊婦健診の公費助成により，妊婦全体の経済的負担の軽減につ
ながると共に，経済的理由で妊婦健診を控えていた妊婦が健診
を受けやすくなった。
母子健康手帳交付時に，保健師等の専門職による面接を行うこ
とにより，妊婦健診受診票の説明や必要性を伝えると共に，妊
婦への相談及び指導が実施できた。

継続的課題や改善点

母子健康手帳交付時の保健師等による全数面接ができておら
ず，平成２９年度に妊娠子育て相談センター（３箇所）を整備
し，母子健康手帳交付時の全数面接を行い，相談体制を強化
する。

平成２９年度

予定事業

妊婦健康診査は継続実施。
妊娠子育て相談センター（３箇所）を整備し，母子健康手帳交
付時の保健師等専門職による全数面接を実施し相談体制を強
化する。

女性の健康管理に関する講座等の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容

地域健康講座
１ 女性のからだについて 参加者８人
産後うつ・更年期障害・ベビーマッサージ・乳がん等について
助
産院を講師による講座を実施
２ 産後のママのからだケア 参加者３０人
産後のからだを快適にする体操や，抱っこひもの正しい使い方
について理学療法士を講師に講座を実施。参加者２６人
３ 女性の健康について(柏市民健康づくり推進員対象の内部
研修)
女性ホルモンの減少に伴う身体の変化，骨粗しょう症について
保
健師が講話

地域健康

づくり課

番号 ８３
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具体的評価内容

母親は産後育児が中心となり，自身の健康管理がおろそかにな
ってしまうことが多い。講座を受けることで，自信の健康につ
いて考える機会とすることができた。
女性の年齢的による体の変化を学び，柏市民健康づくり推進員
が自身の健康管理に気をつけることができる。また，地域の活
動を通して情報を発信することができる。

継続的課題や改善点
地域健康講座はテーマが固定されていない為，継続した事業と
はならない。

平成２９年度

予定事業
平成２９年度は地域健康講座として，産後ママのからだケアを
１回予定している。

女性のための各種健康診査，子宮頸がん対策，乳がん対策，

性差医療の情報提供等の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

女性特有のがん検診（乳がん検診，子宮頸がん検診）の実施。
乳，子宮頸がん集団検診では，保育の日を設け，（臨時）保育
士を配置し，子育て中の女性にも受けやすい体制とした。
特定の年齢に該当する女性に，乳がん，子宮頸がん無料検診を
実施。
平成28年度より，４０歳から７０歳までの５歳刻みの女性を
対象に，新たに骨粗しょう症検査事業を開始。
女性の健康づくりリーフレットを作成し，イベント等で配布。

地域健康講座
１ 女性のからだについて 参加者８人
産後うつ・更年期障害・ベビーマッサージ・乳がん等について
助
産院を講師による講座を実施。

成人健診

課

地域健康

づくり課
具体的評価内容

子育て中の女性にも受けやすい体制を整えてきたこと，若い世
代への啓発活動を強化，個別勧奨通知等を実施してきた結果，
女性のがん検診受診者数の増加に繋げることができたと考え
る。
平成２８年度より開始した骨粗しょう症検査は，対象者の２
５．８％，
４，８９８人が受診し，当初想定した受診者数を大幅に上回っ
た。

母親が自身の健康について考える機会となる。

継続的課題や改善点

「保育の日」の利用者増加により，利用者の安全確保に課題が
でてきたことから，平成２９年度より，乳がん，子宮頸がん集
団検診の全日程で対応できるようにした。

地域健康講座はテーマが固定されていない為，継続した事業と
はならない。

平成２９年度

予定事業

継続的実施。

平成２９年度は地域健康講座として，産後ママのからだケアを
１回予定している。

番号 ８５
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学校における性教育・健康教育の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・がん，HIV,喫煙，熱中症等の最新の情報提供
・外部講師による薬物乱用防止教育
・たばこの煙の害を学習する「ノースモッ子教育」の推進
・ジュニア救命士養成講習（「命を大切にする」という観点に
より平成２５年度から本格実施となった小学生対象の救急法出
前授業）

学校保健

課

具体的評価内容

関係機関と連携を図り，最新の情報を学校に発信できた。
「ジュニア救命士講習」は，平成２４年度にモデル校１０校で
施行し，平成２５年度から本格運用。年々希望する学校が増
え，２８年度は該当校４２校中４０校が実施。

継続的課題や改善点

「ジュニア救命士講習」は，全校が希望（未実施２校：１校は
台風の為中止，１校は希望日の調整がつかず未実施）
国の施策でもある，中学校における薬物乱用防止教室を推進し
ていく。

平成２９年度

予定事業

・感染症の状況をタイムリーに学校へ発信していく。
・養護教諭や保健主事研修会において，指導実践等の情報交
換の場を設定する。
・他機関との連携を図り，「危険ドラッグ」を含めた薬物乱用
防止教育を推進していく。

広報紙等による情報提供

うつや更年期，依存症等，身近な健康に関する情報の発信

担当課

平成２８年度

実施事業内容

①精神保健福祉普及運動期間やアルコール関連問題啓発週間
を中心に，広報かしわ・ホームページ・柏市保健所だよりに掲
載。
②11月12日アルコール健康障害の理解に関する市民講座：
（専門病院医師による講演・関係機関によるパネルトーク）参
加者数74人，
9月3日すいみんの日講座：参加者数250人
③こころの病について等の出前講座：11回開催・参加者数23
2人
④ボランティア育成：柏市社会福祉協議会が実施する「精神保
健ボランティア養成講座」への協力，現在活動しているボラン
ティアのスキルアップ研修として，11月12日市民講座・11
月25日精神疾患の理解のための講座：参加者数18人

地域健康講座
こころの健康「さあはじめよう！心と体の健康づくり」
ストレスとの上手なつきあい方 参加者数３０人
精神科医師による講話を実施

保険予防課と連携し，啓発の促進をした。

保健予防

課

地域健康

づくり課

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

講座参加者数

メンタルに関する講座を，講師が分かり易く説明したことで，
参加者の理解を促すことができた。

うつや更年期，依存症など健康に関する直接的な情報の発信は
担当課となるため，担当課への働きかけをすること，またはセ
ンターの来館者に向け情報提供を行った。

番号 ８６
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保健予防

課

地域健康

づくり課

男女共同

参画セン

ター

継続的課題や改善点

市民講座は，今後も関係機関と連携をした開催が必要。
出前講座の周知強化が必要。

地域健康講座はテーマが固定されていない為，継続した事業と
はならない。

健康に関する講座の実施をしている部署など，関係機関との連
携が必須であるため，周知など協力して行ってく必要がある。

平成２９年度

予定事業

①精神保健福祉普及運動期間やアルコール関連問題啓発週間
を中心に，広報かしわ・ホームページ・柏市保健所だよりに掲
載。
②市民講座・すいみんの日講座開催予定
③出前講座実施
④ボランティア育成：柏市社会福祉協議会が実施する「精神保
健ボランティア養成講座」への協力，ボランティアフォローア
ップ研修実施予定

平成２９年度は未定。（地域健康づくり課）

パレット柏やセンターを利用し，関連部署の実施講座などの周
知を図っていく。

HIV／エイズ・性感染症に関する感染予防・まん延防止のための

検査・相談事業及び啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

①HIV等抗体検査相談の実施（日中・夜間・休日等年間２４回
実施，受検者数６３３件）
②検査普及週間，世界エイズデーにおける啓発活動，街頭キャ
ンペーンの実施（日立グラウンド，ショッピングモール等で実
施）
③青少年への性教育の実施（市内高等学校，サポート校等５
校実施）
④教育関係者を対象としたエイズ対策研修会の実施
⑤思春期保健会議への参画（年２回）

保健予防

課

具体的評価内容 検査・相談件数，性教育の実施回数

継続的課題や改善点

・啓発活動を充実させ，多くの人々へ正しい知識の周知を図
る。
・休日検査，夜間検査を引き続き実施し，受検者数の向上に
努め，感染者の早期発見，早期治療に努める。
・個別施策層に対して，充実した知識の啓発が行えるよう関係
機関と連携し，多方面からアプローチを行う。

平成２９年度

予定事業

①HIV等抗体検査相談の実施（日中・夜間・休日等年間２４回
実施）
②検査普及週間，世界エイズデーにおける啓発活動，街頭キャ
ンペーンの実施（日立グラウンド等予定）
③青少年等の個別施策層へ性教育を含めた啓発活動の実施
④教育関係者を対象としたエイズ対策研修会の実施
⑤思春期保健会議への参画（年２回）

番号 ８８
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施策：２ 性と生殖の健康・権利に関する啓発

広報紙等による情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・各講座やイベントの告知，相談窓口について広報かしわに掲
載したほか，センターホームページ「参画ＥＹＥ」にもあわせ
てそれらの告知や実施報告を掲載した。
また，男女共同参画推進審議会の会議録についてもホームペー
ジに掲載した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

・男女共同参画センターの開館にあわせ，従来のＨＰを整理
し，より見やすいページの作成を行った。
・広報かしわやホームページのみでなく，センター窓口横の掲
示板を活用し，他市の情報も含め男女共同参画推進に係る情
報提供を行った。

継続的課題や改善点
・引き続きイベントや講座の周知・情報提供を継続していく。
・ＨＰ「参画ＥＹＥ」の掲載内容の充実を図っていくことが課
題。

平成２９年度

予定事業

・複合施設内という立地を活かし，新たに男女共同参画啓発パ
ネルを購入し，展示などすることで，市民の目にふれる機会を
ふやし啓発を行う。

学校における性教育の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・柏市独自の教材「生と愛と性」の活用と啓発
・医師や助産師による性教育の実施

学校保健

課

具体的評価内容
赤ちゃん抱っこや，妊婦ジャケットによる妊婦体験などを通
し，命の大切さを学ぶことができた。専門的意識を持った外部
の人材を活用し，効果的に指導することができた。

継続的課題や改善点
・専門的知識を持った外部関係機関と連携した取り組みをさら
に推進するとともに，「生と愛と性」を活用した学習をさらに
充実させ，保護者への啓発を図っていく。

平成２９年度

予定事業
他機関とも連携し，思春期保健教育を推進していく。

家庭における性教育を支援する学習機会の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

市内小学校２０件（校）で助産師による「命の授業（性教
育）」を実施し，こどもを対象としただけでなく保護者にも学
習機会を設けた。 関係部署

（生涯学

習課）

具体的評価内容
保護者も一緒に学ぶ機会を作ることで，家庭での学習機会につ
なげることができた。

番号 ８９
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継続的課題や改善点
引き続き，保護者も一緒に考える機会を作っていくことが家庭
での学習機会につながると考える。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様

（９）女性に対するあらゆる暴力の根絶
施策：１ 被害者の支援

相談窓口の充実

母子・父子自立支援相談，法律相談，人権相談の継続と女性のこころと

生き方相談の拡充の検討

担当課

平成２８年度

実施事業内容

第１・３火曜日，第２・４月曜日と毎週木曜日に「女性のここ
ろと生き方相談」を実施。必要に応じて，関係課や関係機関へ
の連携を図った。（相談件数３３７件）

平日９時から１６時まで，母子・父子自立支援員が，電話又は
面談によって，ひとり親の生活一般に関する相談や離婚に係る
相談を実施した。（相談件数延べ２,０８４件）

男女共同

参画セン

ター

こども福

祉課

広報広聴

課

具体的評価内容

・被害者支援の連携強化を図るため，適宜，関係部署の担当者
と情報共有を図った。また相談ケースによって適切な支援策が
検討できるよう関係部署との連携強化に努めた。
・その他，ＤＶ対策担当課長会議，ＤＶ被害者支援連絡会議に
出席したほか，相談窓口を持つ関係部署・機関との連携強化に
努めた。

ＤＶや離婚に関する相談が多く，また，精神的に困難を抱えて
いる方々からの相談が目立つようになり，相談内容の複雑化と
相談時間の長時間化が進んでいる中で，必要に応じて関係機関
との連携を図りつつ相談対応を行っている。また，専門的な情
報の提供を行えるよう，外部研修に積極的に参加している。

継続的課題や改善点

・引き続き，相談者の安全や情報の保護，また，関係部署との
連携強化に努めながら相談体制の充実を図っていく。

継続して丁寧な相談対応を実施する。

平成２９年度

予定事業

・同相談事業の継続的実施を行う。また，平成２９年４月か
ら，毎月第２木曜日に夜間相談（午後２時～午後８時）を新た
に実施する。
・関係課との連携強化に向けた協議を進めるとともに，女性の
こころと生き方相談の他に随時入る相談に対し，より適切な対
応ができるよう，関係部署との連携および職員の技術の向上を
図る。

平成２８年と同様に実施予定。

相談員の知識・対応技術の向上

担当課

平成２８年度

実施事業内容
国や県主催の担当者会議や研修会に相談員や担当者が参加し，
知識向上やスキルアップを目指した。

関係部署

（こども

福祉課・

番号 ９２
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男女共同

参画セン

ター）

具体的評価内容
相談員だけでなく，特に年度当初などでは新任担当者が研修会
等に出席し，基礎知識や対応について学ぶ機会を積極的に作る
ことができた。

継続的課題や改善点 引き続き，外部研修等で相談員や担当者の知識向上に努める。

平成２９年度

予定事業
平成２８年度と同様。

関係課・関係機関との連携強化

警察，病院，配偶者暴力相談支援センター

地域生活支援センター，ＮＰＯ等

担当課

平成２８年度

実施事業内容
被害者の救済・支援において，関係各課と情報共有を図り，支
援をつなぐことができた。

関係部署
具体的評価内容

部署をまたぐケースや，引き継ぐ場合にも，情報共有や適宜，
新しい情報交換を行うことで，シームレスな対応・支援に繋げ
ることができた。

継続的課題や改善点
被害者の救済・支援において，関係各課との連携は不可欠であ
るため，一層の連携・強化を図っていく。

平成２９年度

予定事業
庁内DV担当課ネットワーク会議など連携強化に向けた事業を
実施予定。

ＤＶ対策ネットワークの充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・ＤＶ関係課ネットワーク会議の開催および研修の実施
・県や近隣都市との研修会や情報交換を通じたネットワークの
構築

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容
・ＤＶ関係課ネットワーク会議では庁内各課に加え，柏警察や
児童相談所担当者などＤＶ対応に係る部署で情報交換や連絡体
制の強化を図った。

継続的課題や改善点
・ＤＶ対応は被害者の状況が多岐にわたるため，各課との連携
が不可欠。継続的に連携強化を図っていく必要がある。

平成２９年度

予定事業

・年２回のＤＶ関係課ネットワーク会議の開催，うち１回で講
師にちば女性と子どものサポートセンター代表・臨床心理士・
有馬和子先生による研修会を実施。

施策番号 ９４
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ＤＶ加害者の相談に関する情報収集

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・実際の加害者からの相談はなかった。
・県や国のＤＶ担当者会議や研修を通じて，担当職員の知識向
上に努めた。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・研修などでのケースワークを通じて，加害者の心理状態や陥
りやすい傾向など，知識を増やすことができ，対応の幅が広が
った。

継続的課題や改善点
・引き続き，加害者側についての知識のほか，加害者の相談に
対応できるような相談先（更正プログラムなど）の情報収集を
する必要がある。

平成２９年度

予定事業

・引き続き，近隣市や関係部署との情報収集を図る。
・県や国のＤＶ担当者会議や研修に参加し，担当職員の技能・
知識向上を図る。

広報等による情報提供

担当課

平成２８年度

実施事業内容
女性に対する暴力をなくす運動の期間にDV防止啓発キャンペ
ーンを実施した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

パープルリボンキャンペーンと題し，広報や男女共同参画セン
ターHP「参画EYE」で掲載・啓発したほか，センターにて啓
発キャンペーン事業を実施し,若い世代にも効果的なPRを行う
ことができた

継続的課題や改善点
多様な世代に向けた効果的なPRを検討していく必要がある。
また，DV自体を知らない人にも少しでも知ってもらうような
取り組みも必要。

平成２９年度

予定事業
平成２８年同様，同期間に啓発事業を実施予定。

緊急避難支援事業の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

母子から緊急一時避難などについて，相談支援を行った。
（相談延件数 １３４件）

・母子からの緊急一時避難などについて，相談支援を行った。
（相談件数１３４件）
・高齢者虐待について，必要に応じ，関係機関と連携して老人
福祉施設等に緊急一時保護をおこなった。

虐待を受けた高齢者に対し，必要に応じて関係機関との連携の
下，老人福祉施設等に緊急一時保護をおこなった。

こども福

祉課

男女共同

参画セン

ター

福祉活動

推進課

関係部署

番号 ９６
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具体的評価内容

ＤＶを受けた母子からの相談を受け，緊急一時避難などの支援
を行った。
相談員と職員相互の連携又は関係機関との連携を図り，対応す
ることができた。

・緊急の相談，事案の場合には関係機関と連携を図り，迅速に
対応した。

通報があった際には関係機関と連携しながら迅速に対応した。

継続的課題や改善点

事業の実施においては引き続き関係各課との連携が不可欠。

・緊急の相談の際は，特に関係機関との連携が不可欠であるた
め引き続き，情報共有と連携強化に努める必要がある。

多問題を抱え家族全体への支援が必要なケースが多いため，引
き続き関係機関と連携しながら対応していく。

平成２９年度 予定事

業

緊急避難が必要な母子に対し，相談支援を継続する。

・引き続き，関係各所との円滑な連携と対応に努める。

・状況に応じて対応していく。

施設等との連携

担当課

平成２８年度

実施事業内容

ＤＶ被害の状況と本人の避難に対する意思に基づき，緊急性が
ある場合に，県シェルターとの連携により迅速な避難対応を行
った。また，緊急性が高くはないものの，一時的に避難したい
というケースに対しては，入所可能な施設を探し，避難対応を
行った。

・ＤＶ被害の状況と本人の避難に対する意思に基づき，緊急性
がある場合に，庁内関係各所，警察署，県シェルターとの連携
により迅速な避難対応を行った。また，緊急性は高くないもの
の，一時的に品案したいというケースに対しては，入所可能な
施設を探し避難対応を行った。

被害を受けた女性が一時保護施設に入った場合等において生活
保護法に基づく自立支援を行った。 こども福

祉課男女

共同参画

センター

生活支援

課

具体的評価内容

ＤＶ相談が増えている中で，ＤＶ被害の認識や避難に対する意
思は相談者によってまちまちである。そうした中で，ＤＶの危
険性を伝え，相談者に合った避難先（施設）を探し，情報を提
供することに努めた。

・ＤＶ相談が増えている中で，相談者の状況（人間関係や子ど
もの有無）ＤＶ被害の認識や避難に対する意思は相談者によっ
てまちまちである。そうした中で，ＤＶの危険性を伝え，相談
者に合った避難先（施設）を探し，情報の共有化と連携に努め
た。

・被害者支援の連携を図るため，適宜，関係部署の担当者及び
一時保護施設担当者と情報共有に努めた。
・被害者が遠方へ転居することが望ましい場合においては，他
市と協議の上，速やかな生活保護事務の移管に努めた。

番号 ９９
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継続的課題や改善点

ＤＶ相談内容の多様化に対し，あらかじめ様々な避難先をリス
トアップしておくことで，相談者の避難支援対応の質を高め
る。

・ＤＶ相談の多様化に対し，あらかじめ様々な避難先や連携先
を把握（リストアップ）しておくことで，相談者の避難支援対
応の質を高める。

引き続き，関係部署との連携強化に努めながら，生活保護法に
基づく適切な支援を行っていく。

平成２９年度

予定事業

平成２８年度と同様，円滑な連携に努める。

関係部署と連携を図りつつ，生活保護法に基づく適切な支援を
行っていく。

被害者の自立支援

就業相談等

被害者の子どもの支援

担当課

平成２８年度

実施事業内容

母子・父子自立支援相談へつなぎ，継続的な支援を実施した。
また，シェルター避難者について，退所後の母子での生活が困
難と認められるケースについては，母子生活支援施設への入所
についても検討した。

生活支援

課

こども福

祉課

具体的評価内容

ＤＶ被害者は精神的に不安定なケースが多く，早期就労による
自立支援を図ることが難しい場合が多い。そうした中で，母
子・父子自立支援員が継続的な相談に応じ，必要に応じて，か
しわ就労自立サポートセンターへのつなぎや，自立支援給付金
等の制度案内を実施し，ＤＶ被害者の就労を促している。

継続的課題や改善点 引き続き，相談対応と情報提供に努める。

平成２９年度

予定事業

平成２８年と同様。

関係部署と連携を図りつつ，生活保護法に基づく適切な支援を
行っていく。

支援措置等個人情報の保護

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・相談事業や支援措置に係る個人情報の取り扱いが多いため，
常に施錠とデータファイルのロック，管理を徹底した。

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容
・平成２８年５月から，センターが開館し，複合施設内に位置
していることもふまえ，センター内のレイアウトや収納方法の
工夫に努めた。

継続的課題や改善点 ・継続して個人情報管理を徹底していく。

平成２９年度

予定事業

・継続して個人情報管理を徹底していく。
・関係課との連携の際にも個人情報の取り扱いについて徹底を
する。

番号 １００

番号 １０１
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施策：２ 被害者・加害者を生まない教育

シンポジウム，情報紙等による啓発

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・第２４回男女共同参画フォーラムの開催
・センターのオープニングイベントでの啓発
・センターＨＰ「参画ＥＹＥ」への情報掲載・周知

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

・フォーラムでは男女共同参画の視点で，講談会初の女流真打
による講談を実施。また同日開催の分科会では様々なテーマを
とりあげ参加総数は９９名であった。
・５月１４日のパレット柏オープニングイベントにあわせ，男
女共同参画の啓発を行った。参加者数１７０名であった。

継続的課題や改善点
・引き続き，フォーラムなどを実施し，啓発を行っていく。独
自の情報紙の発行については検討をしていく。

平成２９年度

予定事業
・第２５回男女共同参画フォーラムの開催

女性への暴力をなくす運動期間における啓発活動の継続

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・期間にあわせ，センター前でパープルリボンキャンペーンを
実施した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・複合施設の利点を活かし，若年世代にもデートＤＶなどの啓
発も促すことができた。

継続的課題や改善点

・引き続き，多世代に対して女性への暴力をなくすことを啓発
していく必要がある。配偶者だけでなく，交際相手から受ける
デートＤＶも増加傾向にあるため，若い世代から啓発をしてい
く必要がある。

平成２９年度

予定事業

・男女共同参画フォーラム開催時に啓発展示など実施する。
・女性への暴力をなくす運動期間に限らず，男女共同参画週間
に実施したパネルの内容にもＤＶについてを含め，啓発した。

暴力に関する意識調査

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・市民意識調査は平成２６年に実施。次回平成３１年の実施を
予定している。

男女共同

参画セン

ター
具体的評価内容 ・評価なし

番号 １０２

番号 １０３
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継続的課題や改善点
・市民意識調査の実施とは別に，若年世代（学生）などに意識
調査をかけてみるのも調査結果だけではなく，気付きのきっか
けになるかと考えている。

平成２９年度

予定事業

・今年も「女性に対する暴力をなくす運動」期間にDV防止キ
ャンペーンとしてパープルリボンキャンペーンを予定してい
る。
簡単なアンケートなどを検討している。

千葉県ＤＶ担当者会議等への参加

ＤＶ関係機関対応マニュアルの庁内共用

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・千葉県ＤＶ担当者会議,ＤＶ担当者研修等への出席
・ＤＶ対応等，マニュアルや資料の情報共有

男女共同

参画セン

ター

こども福

祉課

具体的評価内容
・千葉県主催のＤＶ担当者に向けた各種会議や研修に参加し，
各市の取り組みやケースワークを通じて職員のスキルアップを
図った。

継続的課題や改善点
・ＤＶの対応には関係各所との連携や多様な情報が必要である
ため，市区町村を超えた連携が必要。

平成２９年度

予定事業
・Ｈ２８年同様，各会議・研修に出席予定。担当職員のスキル
アップを図る。

若年層への予防啓発，相談窓口の周知

市内中学校でのデートＤＶ防止教育等の実施

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・学校保険課による啓発の推進。市立中学校でのデートＤＶプ
ログラムについて養護教諭研修会において情報提供を行うなど
プログラムの実施を進めた。今年度は柏市市民公益活動保進基
金の支援補助金事業から実施費用の補填があり，中学校３校で
実施。

・市内中学校でのデートDV防止教育プログラムについては，
教護教諭研修会において情報提供を行うなど，プログラムの実
施を薦めている。
平成２８年度は，柏市市民公益活動促進基金（協働推進課所
管事業）の支援補助金事業から，実施費用の補填があり，中学
校３校において実施。

男女共同

参画セン

ター

学校保健

課

具体的評価内容 ・男女共同参画の視点をもって事業を実施することができた。

継続的課題や改善点
・デートＤＶ防止教育プログラムも大切だが，それ以前に道徳
教育の充実が必要。道徳の教科化に伴い，啓発を推進してい
く。

平成２９年度

予定事業

・道徳の教科化に伴い，啓発を推進していく。
・支援補助金の活用により４～５校の実施を予定。
・柏市の独自教材「生と愛と性」に同様のものが掲載されてい
るため，
活用して啓発していく。

番号 １０５

番号 １０６
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配偶者暴力相談支援センターに関する調査・研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・こども福祉課，男女共同参画センター双方で連携を図り，調
査・研究を進めた。

男女共同

参画セン

ター

こども福

祉課

具体的評価内容

・千葉県から配偶者暴力相談支援センターの設置の依頼を受
け，こども福祉課と設置に関しての調査・研究を進めた。

千葉県からの配偶者暴力相談支援センター設置の依頼を受け，
協働推進課と設置に関しての調査・研究を進めた。

継続的課題や改善点
・近隣他市の動向も見ながら，設置の必要性を見極めていく。

平成２９年度

予定事業
・平成２８年度同様

番号 １０７
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◎推進体制
◆男女共同参画推進体制の充実
（１）計画の推進体制の強化

（２）男女共同参画センターの運営

（３）計画の効果的な進行管理

① 計画の推進体制の強化

男女共同参画推進庁内連絡会議・幹事会の整備・活用

男女共同参画推進審議会の充実

各分野および公募委員などからなる男女共同参画推進審議会を

充実し，さまざまな視点を反映させながら，本計画の推進を図

ります。

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・審議会は年３回実施。第三次柏市男女共同参画推進計画の推
進（なかでも企業表彰など）について重点的に協議。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・「柏市働く男女（ひと）と家庭に優しい企業表彰」につい
て，
見直しに向け，今後の進め方についての重点的に検討した。

継続的課題や改善

点
・平成２９年度は企業表彰の方法を少しかえて実施予定であ
り，引き続き検討していく。

平成２９年度

予定事業
・新たなかたちでの企業表彰の実施に向け，まずは企業の意識
調査・アンケートを実施予定。

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・人事異動等による柏市男女共同参画推進庁内連絡会議設置
要領の一部を改正，および幹事会幹事会名簿等の改正を行っ
た。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・柏市男女共同参画推進庁内連絡会議名簿および幹事会の名簿
の整備および関係各所への配架を行った。

継続的課題や改善

点
・年度初めに組織改変・人事異動を反映した名簿を作成・配架
することで，各委員会委員間の周知と連携を図る必要がある。

平成２９年度

予定事業

・引き続き，年度初めに組織改変・人事異動を反映した柏市男
女共同参画推進庁内連絡会議名簿および幹事会の名簿の整備・
配架を行い，各委員会の充実と連携を図る

番号 １０８

番号 １０9
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男女共同参画担当部署の庁内組織強化

本計画が全庁的に推進できるよう，担当部署を充実・強化します。

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共同

参画セン

ター

関係部署

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善

点
庁内関係各課の連携や全庁的に本計画を推進していくための働
きかけが必要。

平成２９年度

予定事業
平成２９年度から，男女共同参画室から協働推進課に組織改変
予定。男女共同参画推進強化を図る。

② 男女共同参画センターの運営

男女共同参画センターのあり方の検討

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・平成２８年５月１４日に文化・交流複合施設【パレット柏】
内に男女共同参画センター開設。複合施設の中の利点を活か
し，オープニングセレモニーからその他館内イベントの際などに
は，ＰＲを兼ねて掲示や啓発を一緒に行った。
・毎年，アミュゼ柏で開催していた男女共同参画シンポジウム
を男女共同参画フォーラムと改称し，センターのある同館内で
開催。アクセス利便も向上した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容

・センターの開設初年度は認知度向上に努めることが出来た。
施設が駅からすぐの立地であり，複合施設を利用する多様な年
齢層の方たちの目に触れる機会が多くなったことが認知度や啓
発の効果につながっている。

継続的課題や改善

点

・センターの認知度が上がってきていることで，センターで実
施している相談事業の件数が増加傾向にある。開所年数を重ね
ていくにつれ継続的に状況把握をしていく必要があると考え
る。

平成２９年度

予定事業
・開所２年目で，男女共同参画室から協働推進課に組織改変を
実施。組織力の強化を図り，センターの運営を行う。

番号 １10

番号 １1１
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③ 計画の効果的な進行管理

苦情処理機関の設置に関する調査・研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・広報公聴課など関係機関や近隣各市からの情報収集を行っ
た。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善

点

・相談窓口は各課で多様な相談窓口を設置しているが総合的な
苦情等意見の受け皿は広報公聴課が行っている。新たに男女共
同参画に特化した苦情処理機関の設置には設置の効果をふまえ
た調査等が不足している。

平成２９年度

予定事業
・継続的な情報収集や調査を行う

推進状況の把握および年次報告の公表

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・柏市男女共同参画推進計画（最終年度）の実績報告をとりま
とめ，公表をした。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・第三次柏市男女共同参画推進計画の策定と平行し将来的な課
題も含めた本計画の指標に対する達成度の検証を行った。

継続的課題や改善

点

・平成２８年度からスタートする第三次柏市男女共同参画推進
計画について課題指標と達成度を市民にわかりやすく示しなが
ら進捗管理を行っていく。

平成２９年度

予定事業

・平成２９年７月中旬までに各課施策の前年度実績報告の照会
を実施，１１月に実績報告書のたたき台を作成し審議会で報告
を行い，平成３０年２月に完成・公表のスケジュールで作成予
定。

評価方法の検討・整備

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共同

参画セン

ター
具体的評価内容 ・評価なし

番号 １1２

施策番号 １1３
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継続的課題や改善

点
・施策の効果・向上が数値的に表せないものに対しての評価方
法が課題

平成２９年度

予定事業

・第３次柏市男女共同参画推進計画の初回実績報告書のとりま
とめとなるので，内容や評価方法を審議会と検討しながら進め
ていく。

◆庁内の男女共同参画推進体制の推進
（４）男女共同参画推進庁内連絡会議の充実

（５）市職員の意識の向上

① 男女共同参画推進庁内連絡会議の充実

男女共同参画推進庁内連絡会議の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・庁内連絡会議の実施および人事課と共催し，全ての部長及び
所属長を対象としたイクボス研修を実施した。

男女共同

参画セン

ター

具体的評価内容
・研修では，イクボスの実践に関することだけでなく，イクボス
が提唱されるようになった背景にある，少子高齢化の問題や男
女共同参画との関わりについても理解を深める機会となった。

継続的課題や改善

点

・部下の仕事と家庭の両立に配慮し，自らも率先して仕事と私
生活を楽しむことができる上司が増えることによって男女共同
参画社会の推進とあわせ，ワーク・ライフバランスの啓発にも
つながるため，引き続き啓発していく必要がある。

平成２９年度

予定事業

・１１月７日に合同で，男女共同参画推進審議会委員と男女共
同参画推進庁内連絡会議委員の庁内研修会を実施予定。講師は
男女共同参画推進審議会会長の大村氏に依頼予定。

② 市職員の意識の向上

男女共同参画に関する職員研修の充実

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・男女共同参画等に関する研修（新任主事対象）
・ハラスメント等に関する研修（新任所属長対象）
・次世代育成支援対策推進法に関する研修（新規採用職員対
象）
・産前休暇取得予定者説明会（年５回開催，対象職員及びその
配偶者対象）

人事課

具体的評価内容
各種研修において，男女共同に関する意識醸成の機会を創出

した。

継続的課題や改善

点

特定事業主行動計画（第２次前期計画）に基づき，産前休暇
の取得予定者等にとどまらず，職員全般を対象とした説明会等
が実施できないか検討する必要がある。

番号 １1５

施策番号 １1６
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平成２９年度

予定事業
・各種研修の継続実施
・若手職員に向けたキャリアデザイン研修の実施

③ 性別にとらわれない職員の採用・配置

性別にとらわれない職員の採用

担当課

平成２８年度

実施事業内容

・職員の採用（平成２９年４月１日付け）１１４人
男性 ４２人
女性 ７２人（保育士・保健師等専門職を含む）

人事課
具体的評価内容 性別にとらわれることなく，職員の採用を行った。

継続的課題や改善

点
引き続き，性別とは関係なく，能力や人物を重視した職員の

採用を行っていく。

平成２９年度

予定事業
性別にとらわれない職員の採用

女性職員の積極的な職務配置

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・女性職員の積極的な職務配置

人事課
具体的評価内容

女性職員の計画的な育成を図るため，管理職に求められる業
務経験や能力開発の機会が確保されることを意図した人事配置
い，性別にとらわれることのない職員の配置を行った。

継続的課題や改善

点
引き続き，性別とは関係なく，能力や人物を重視した職員の

配置を行っていく。

平成２９年度

予定事業
・性別にとらわれない職員の配置

④ 関係機関との連携

国・県・近隣市町村・近隣の大学・市民・市民団体・ＮＰＯ・

企業等との連携

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・内閣府や県主催，東葛飾地区の各ネットワーク会議や情報交
換の場に出席し，情報共有や連携を図った

男女共同

参画セ

ンター

施策番号 １1７

施策番号 １1８
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具体的評価内容
・各会に出席し情報交換をすることで，各市の取り組みや共通
課題を参考にすることができた。

継続的課題や改善点

・男女共同参画の視点は広く，当センターが直接的に連携を図
ることも大切だが，庁内各課がそれぞれ男女共同参画の視点を
もって関わりのある組織（自治会や市民団体，企業など）と連
携をすることが不可欠だと考える。庁内の啓発が不可欠であ
る。

平成２９年度

予定事業

・内閣府や県主催のネットワーク会議や情報交換の場に出席
し，連携を図る他，麗澤大学と連携して学生の男女共同参画の
調査・研究発表への協力をおこなう。

⑤ 男女共同参画条例に関する情報収集

男女共同参画条例に関する調査・研究

担当課

平成２８年度

実施事業内容
・未実施

男女共同

参画セ

ンター

具体的評価内容 ・評価なし

継続的課題や改善点
・継続的に男女共同参画条例を制定している他市のモデルケー
スを参考に，条例制定を目的とするのではなく，男女共同参画
推進計画の３年ごとの見直しの参考にする。

平成２９年度

予定事業
・継続的に男女共同参画条例を制定している他市のモデルケー
スを調査・研究していく。

施策番号 １２０


